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第 1 章 概要

Sterling Selling and Fulfillment Foundation システム・コンポーネント
について

IBM® Sterling Selling and Fulfillment Foundation にはさまざまなコンポーネントが
あります。日常的にコンポーネントをモニターして、Sterling Selling and Fulfillment

Foundation が正常かつ効率的に実行されていることを確認する必要があります。

アプリケーション・ホスト
アプリケーション・ホストは、1 つ以上の Sterling Selling and Fulfillment

Foundation サーバー・プロセスが実行される物理的なマシンです。すべてのクライ
アント・ユーザーがアプリケーション・コンソールおよびアプリケーション・マネ
ージャーコンフィギュレーターにアクセスできるようにするために、アプリケーシ
ョン・サーバーは常に実行されている必要があります。

ホスト

アプリケーション・サーバーが実行される物理的なマシンのことを、ホストと言い
ます。

アプリケーション・サーバー

アプリケーション・サーバーは、さまざまな送信元からの要求を処理するプロセス
であり、Sterling Selling and Fulfillment Foundation 内の機能およびアプリケーショ
ン・ロジックへのリアルタイムでのアクセスを可能にします。アプリケーション・
サーバーが処理する最も一般的なタイプの要求は、アプリケーション・コンソール
を使用するクライアントからのものです。アプリケーション・サーバーは、必ず
Oracle Weblogic などのビジネス専用サーバー・アプリケーションを使用して実装さ
れます。

アプリケーション・サーバーで重要なのは、常に実行されていて、すべての要求を
迅速に処理できるだけのパフォーマンスを示していることです。サーバーが正常に
実行されていない場合は、アプリケーションがスローダウンして、アプリケーショ
ン・コンソールのユーザーは操作の実行が大変困難であると感じます。要求が大量
の場合は、複数のアプリケーション・サーバー・プロセスを (同一ホスト・マシン
上または複数のホスト・マシン上で) 実行させることができます。アプリケーショ
ン・サーバーがインストールされる環境での要求の量に応じて、適切な数のサーバ
ーを実行させることが重要です。

クライアント
クライアントは、要求を実行するアプリケーション・サーバーに接続するプロセス
です。一般的には、クライアントはアプリケーション・コンソールにアクセスする
ユーザーから確立される接続です。

© Copyright IBM Corp. 1999, 2011 1



アプリケーション・プログラミング・インターフェース (API)
API は、Sterling Selling and Fulfillment Foundation で外部システム向けに用意され
ている豊富なビジネス・ロジックと機能にアクセスできるようにするための統合ポ
イントです。Sterling Selling and Fulfillment Foundation で注文の発行、在庫レベル
の調整および出荷明細の検索などの業務のために広く使用されます。アプリケーシ
ョン・コンソールもデータの検索および更新の実行のために API を呼び出します。

ユーザー出口

ユーザー出口を呼び出す API もあります。ユーザー出口によって主要なビジネス・
アルゴリズムを Sterling Selling and Fulfillment Foundation で拡張または上書きでき
るようになります。

サービス (カスタム API)

サービス定義フレームワークにより、統合ポイントまたはアプリケーション・コン
ソールから呼び出すカスタム API を作成できます。

エージェントと統合サーバー
エージェントと統合サーバーは、バックグラウンドで実行されてさまざまなタスク
を実行するプロセスです。

時間トリガー・トランザクションとエージェント・サーバー

時間トリガー・トランザクションは、さまざまな機能をそれぞれ自動的にまたは一
定の時間間隔で実行するプログラムです。条件、イベントまたはユーザー入力によ
って起動することはありません。また、次のように 3 つのタイプがあります。

v ビジネス・プロセス・トランザクション - 日々のトランザクションを実行しま
す。

v モニター - 処理の遅延および例外について監視し、アラートを送信します。

v パージ - 処理完了後に破棄可能なデータを消去します。

時間トリガー・トランザクションを実行するプロセスのことを、エージェント・サ
ーバーと言います。エージェントは、そのエージェントに対する「保留タスク」を
選んで、1 度に 1 つの保留タスクを処理します。

1 つのエージェント・サーバーで複数の時間トリガー・トランザクションを実行で
きます。また、各時間トリガー・トランザクションは 1 つ以上のスレッドで実行で
きます。同一エージェント・サーバーの複数インスタンスを実行することもできま
す。

どのような構成が適切であるかは、システムのトランザクションの量によって異な
ります。

統合サーバー

統合サーバーは、外部システムとのメッセージ送受信のような非同期サービスを管
理するプロセスです。
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統合サーバーにより、Sterling Selling and Fulfillment Foundation と異なるシステ
ム、組織および企業とのコラボレーションが可能になります。こうしたコラボレー
ションはすべて、あらゆるシステムに対する標準的かつ規則性のあるインターフェ
ースを使用して実現されます。

統合サーバーは、サービス定義フレームワークを通じて構成されます。

統合サービス定義には 1 つ以上のサブサービスが含まれており、そのそれぞれが独
自の非同期サービスです。各サブサービスは 1 つ以上のスレッドで実行できます。
統合サーバーは、起動時に、サービス定義内の非同期コンポーネントに関するメッ
セージを処理します。さらに 1 つの統合サーバーの複数インスタンスが同時に実行
されます。

JMS キュー
外部メッセージ・キューイング・ソフトウェアを、Sterling Selling and Fulfillment

Foundation と外部システム間の通信に使用できます。Sterling Selling and Fulfillment

Foundation では次の JMS メッセージ・キュー・ソフトウェアがサポートされま
す。

v Oracle Weblogic JMS

v IBM WebSphere® MQ

v JBoss Messaging

v IBM WebSphere Default Messaging

JMS キューは、Sterling Selling and Fulfillment Foundation サービス定義フレームワ
ーク内部で構成および使用される場合があります。

データベース
Sterling Selling and Fulfillment Foundation は、常に単一のデータベース・インスタ
ンスと連係して動作します。この単一のデータベース・インスタンスによって、
Sterling Selling and Fulfillment Foundation のさまざまなコンポーネントがシームレ
スに連係動作するようになります。この単一のデータベース・インスタンスが常に
正常に実行されているようにすることが、非常に重要です。データベースのモニタ
ーに役立つ強力なツールは、多数あります。そのため Sterling Selling and

Fulfillment Foundation のシステム管理コンソール内には、データベースの管理ツー
ルやモニター・ツールは追加されていません。
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第 2 章 システム管理コンソールの操作

システム管理に関する操作の概要
システム管理コンソールでは、次の操作を実行できます。

v Sterling Selling and Fulfillment Foundation のモニター

v システム管理コンソールへのアクセス

v システム管理コンソール内のナビゲート

v システム管理アクションに対するアクセスの制限

v アプリケーション・サーバーの応答時間に関する問題の解決

v アプリケーション・サーバー・ダウン時アラートの解決

v API の応答時間に関する問題の解決

v エージェント・サーバーの保留タスクに関する問題の解決

v JMS キューのメッセージ数に関する問題の解決

v コンポーネントのトレース

v コンポーネント・トレースの停止

v アプリケーション・サーバーのキャッシュ情報の表示

v アプリケーション・サーバーのデータベース・キャッシュのクリア

v アプリケーション・サーバーのキャッシュの無効化またはデータベース・キャッ
シュの上限の変更

v アプリケーション・サーバーのプロパティーの表示

v エージェントまたは統合サーバーのインスタンスのシャットダウン、中断または
再開

v エージェント・サーバーの始動

v 統合サーバーの始動

v エージェントのスケジューリング

v エージェントまたは統合サーバーのインスタンスのスレッドの追加

v エージェントまたは統合サーバーのインスタンスのプロパティーの表示

v モニターのグループ化の変更

v アプリケーション・サーバーのシャットダウンの通知設定

v エージェントまたは統合サーバーの予期しない終了の通知設定

v しきい値到達または超過の通知設定

v ヘルス・モニター・エージェントの始動

システム管理コンソールによって、アプリケーションをリアルタイムでモニターし
て問題に迅速に対応できるようになります。本セクションでは、モニターの基本お
よび使用開始時の留意点を説明しています。

アプリケーションの実行中には、各システム・コンポーネントに関するさまざまな
統計情報がバックグラウンドで収集されています。この統計情報は、Sterling Selling
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and Fulfillment Foundation データベースに 10 分間隔で継続的に記録されます。本
書では、この時間間隔を「統計間隔」と言います。

ヘルス・モニター・エージェントについて
アラート条件に該当する場合は常に、ヘルス・モニター・エージェントによって適
切な構成済みのサービスが実行されます。

ヘルス・モニター・エージェントの始動
このタスクについて

ヘルス・モニター・エージェントを実行するには、<INSTALL_DIR>/bin ディレクト
リーにある startHealthMonitor.sh スクリプト・ファイルを実行します。

WebLogic JMS、MQSeries® または JBoss JMS キューを使用する場合は、必ず
WebLogic、MQSeries または JBoss に固有の jar を classpath に含めてください。

アプリケーション・ホストのモニター
アプリケーション・ホストは、アプリケーションの高可用性を維持するため常に実
行されている必要があります。さらに、サーバーの応答時間をモニターして、ユー
ザーがアプリケーション・コンソールから迅速な応答を得られるようにする必要が
あります。システム管理機能を使用すると、アプリケーション・ホストの状況と応
答時間を容易にモニターできます。

サーバーのハートビート

システム管理機能によって、アプリケーション・サーバーの実行中にそのサーバー
の「ハートビート」が記録され、サーバーの状況が追跡されます。サーバーがダウ
ンした場合、ハートビートの記録は停止します。同じ固有 ID を持つサーバーが回
復すると、ハートビートが再開します。ハートビート・レコードのパージに関する
詳細は、 9ページの『ヘルス・モニター・エージェント』を参照してください。

サーバー・ダウン時のアラート

アプリケーション・サーバーが (意図的にまたは予期せず) ダウンした場合に必ず実
行されるサービスを構成できます。このサービスでは、システム管理者への E メー
ル・メッセージの送信、システム管理者の受信箱へのアラート生成など、多くのタ
スクを実行できます。このサービスで使用できるデータに関する詳細は、 12ページ
の『ヘルス・モニター・アラートの公開データ』を参照してください。

アプリケーション・サーバーの応答時間

各 HTML 要求の応答時間は、アプリケーション・サーバーごとに計算されます。
統計間隔ごとに、すべての応答時間の最小値、最大値および平均値が記録されま
す。

応答時間のしきい値超過時のアラート

アプリケーション・サーバーの平均応答時間が連続した 3 つの統計間隔でしきい値
制限を超えた場合に実行されるサービスを構成できます。このサービスでは、シス
テム管理者への E メール・メッセージ送信やアラート作成など、多くのタスクを実
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行できます。しきい値超過時に実行されるサービスの指定については、「Sterling

Selling and Fulfillment Foundation アプリケーション・プラットフォーム構成ガイ
ド」に記載されているヘルス・モニター・ルールの構成に関する情報を参照してく
ださい。このサービスで使用できるデータに関する詳細は、 12ページの『ヘルス・
モニター・アラートの公開データ』を参照してください。

サーバー名の割り当て
このタスクについて

アプリケーション・サーバーをモニターするには、各サーバーに固有の名前を割り
当てて、システム管理機能で各サーバーが一意に識別されるようにする必要があり
ます。アプリケーション・サーバーに固有の名前を割り当てるには、サーバーの始
動スクリプト内の java コマンドに次のコマンド行パラメーターを追加します。

-DSCI.Server.Name=<固有の名前>

同一マシン上で複数のサーバー・プロセスが実行されている場合には、各サーバ
ー・プロセスに固有の名前を割り当てることが必須となります。そのため、同一マ
シン上で複数のサーバー・インスタンスを始動する場合には、個別の始動スクリプ
トを作成する必要があります。

アプリケーション・サーバーの応答時間のデフォルトしきい値の構成:
このタスクについて

アプリケーション・サーバーの応答時間のデフォルトしきい値を構成する手順は、
次のとおりです。

手順

<INSTALL_DIR>/properties/customer_overrides.properties ファイルで次のプロパ
ティーを設定します。

yantra.hm.appserver.threshold=<value>

タスクの結果

アプリケーション・サーバーに固有のしきい値を設定することもできます。アプリ
ケーション・サーバーに固有のしきい値の変更については、 34ページの『「アプリ
ケーション・サーバーの詳細」画面』を参照してください。

API のモニター
アプリケーションのスループットが最適なレベルであるようにするためには、API

が適切な応答時間で実行されている必要があります。アプリケーション・コンソー
ルでは情報の取得や更新がすべて API を使用して実行されるため、API の応答時間
がアプリケーション・コンソールのユーザーに影響する場合もあります。

API の応答時間

応答時間は API が呼び出されるたびに計算されます。統計間隔ごとに、すべての呼
び出しの応答時間の最小値、最大値および平均値が記録されます。
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応答時間のしきい値超過時のアラート

API の平均応答時間が連続した 3 つの統計間隔でしきい値制限を超えた場合に実行
されるサービスを構成できます。このサービスでは、システム管理者への E メー
ル・メッセージ送信やアラート作成など、多くのタスクを実行できます。このサー
ビスで使用できるデータに関する詳細は、 12ページの『ヘルス・モニター・アラー
トの公開データ』 12ページの『ヘルス・モニター・アラートの公開データ』を参
照してください。

特定の API に関するしきい値の変更

Sterling Selling and Fulfillment Foundation には、多数の異なる処理を実行可能な豊
富な API が用意されています。そのため、API の応答時間のしきい値に関して、よ
りきめ細かな制御が必要な場合があります。API ごとに個別のしきい値を設定する
こともできます。API のしきい値の個別設定に関する詳細は、 35ページの『「API

の詳細」画面』を参照してください。

API の適切なしきい値を設定するためのよい方法というものはありません。試行錯
誤しながら、個々の API の適切なしきい値を見つけて、アラートが必要なときにの
み送信されるようにする必要があります。API によっては、さまざまなサイズのデ
ータを扱うことがあり、データのサイズとその API の応答時間とが直接的な相関関
係を持つ場合があることに留意してください。例えば createOrder という API の呼
び出しでは、1 回の注文における明細行が 1 行の場合よりも、100 行の場合の方が
応答時間がかなり長くなるはずです。

その他の API 統計情報

システム管理コンソールでは、各統計間隔内で発生した API ごとの呼び出し回数が
記録されます。

さらに、重要な API では、その API に固有の統計情報が記録される場合もありま
す。例えば、createOrder という API では、各統計間隔内で作成された注文と明細
行の数が記録されます。

ユーザー出口の統計情報

API にユーザー出口がある場合は、統計間隔ごとにユーザー出口の各呼び出しに関
する統計情報が記録されます。ユーザー出口の各呼び出しで収集される統計情報に
は、呼び出し数のほかに応答時間の最小値、最大値および平均値があります。

ユーザー出口の応答時間に基づいてしきい値を設定したり、実行されるサービスを
構成したりすることはできません。ただし、計算される API の応答時間には、API

で呼び出されるユーザー出口についても加味されています。このため、ユーザー出
口の応答が突然遅くなり始めた場合は、API の応答時間も長くなります。

API 応答時間のデフォルトしきい値の構成
このタスクについて

API 応答時間のデフォルトしきい値を構成する手順は、次のとおりです。
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手順

<INSTALL_DIR>/properties/customer_overrides.properties ファイルで次のプロパ
ティーを設定します。

<>yantra.hm.api.threshold=<value>

エージェントと統合サーバーのモニター
アプリケーションのスループットを最大化するために、エージェントをモニターし
て、すべての保留タスクが確実に許容時間内に処理されるようにする必要がありま
す。エージェントのタスクの処理速度が十分ではない場合は、保留ジョブが蓄積さ
れてシステムのボトルネックを引き起こします。

ヘルス・モニター・エージェント

ヘルス・モニター・エージェントには次の機能があります。

v ヘルス・モニター・エージェント全体のシャットダウン

v キャッシュの変更

v サーバー・プロパティーの表示

v ロギング・パラメーターの変更

v サブサービスの表示

ヘルス・モニター・エージェントでは、次のような数種類の統計情報が提供されま
す。

v 処理速度

v パージ済みのハートビート数

v パージ済みのスナップショット数

v アプリケーション・サーバーのダウンのアラート

v サーバー使用不可のアラート

v しきい値到達のアラート

v モニター済みのハートビート

YFS_SNAPSHOT テーブルには、エージェント・サーバーにより収集されるトランザク
ションの保留タスクに関する詳細統計情報が格納されます。このテーブルにレコー
ドが挿入されるかどうかは、時間トリガー・エージェントの CollectPendingJobs

パラメーターで制御します。ヘルス・モニターではデフォルトのパージ間隔の 30

日後に、このテーブルからレコードが削除されます。

YFS_HEARTBEAT テーブルのハートビート・レコードも、デフォルトのパージ間隔の
30 日でヘルス・モニター・エージェントによってパージされます。

ヘルス・モニターでは、30 日間を超過したスナップショット・レコードとハートビ
ート・レコードをパージする処理が、24 時間ごとに1 回実行されるようにスケジュ
ールされています。このパージ間隔を 30 日から必要性に応じて変更するには、
<INSTALL_DIR>/properties/customer_overrides.properties ファイルを使用して次
のプロパティーを設定します。

yantra.hm.purge.interval=<値>
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サーバーのハートビート

システム管理機能により、エージェントおよび統合サーバーの実行中の「ハートビ
ート」が記録され、サーバーの状況がトラッキングされます。サーバーがダウンし
た場合、ハートビートの記録は停止します。同一名のサーバーが回復すると、ハー
トビートが再開します。ハートビート・レコードのパージに関する詳細は、 9ペー
ジの『ヘルス・モニター・エージェント』を参照してください。

エージェントまたは統合サーバーの予期しないダウン時のアラート

エージェントまたは統合サーバーが予期せずダウンした場合に必ず実行されるよう
なサービスを構成できます。このサービスでは、システム管理者への E メール・メ
ッセージの送信、システム管理者の受信箱へのアラート生成など、多くのタスクを
実行できます。このサービスで使用できるデータに関する詳細は、 12ページの『ヘ
ルス・モニター・アラートの公開データ』を参照してください。

システム管理コンソールで (または、コマンド行ウィンドウで Ctrl+C を押すことに
よって) エージェントまたは統合サーバーのシャットダウンを実行しても、アラー
トは生成されません。

エージェントの保留タスク

すべてのエージェントの保留タスク数が、統計間隔ごとに記録されます。ただし、
エージェントに関する条件パラメーター CollectPendingJobs が「エージェント条
件の詳細」で N に設定されている場合を除きます。

保留タスク数のしきい値超過時のアラート

エージェントの保留タスク数がしきい値制限を超えた場合に実行されるようなサー
ビスを構成できます。このサービスでは、システム管理者への E メール・メッセー
ジ送信やアラート作成など、多くのタスクを実行できます。このサービスで使用で
きるデータに関する詳細は、 12ページの『ヘルス・モニター・アラートの公開デー
タ』を参照してください。

その他のエージェント統計情報

システム管理機能によって、統計間隔ごとの各エージェントの処理速度が記録され
ます。

さらに、重要なエージェントについては、固有の統計情報が記録される場合もあり
ます。例えば、注文スケジュールに関するエージェントでは、スケジュール済みの
注文数およびバックオーダーの注文数が統計間隔ごとに記録されます。

統合サーバーの統計情報

システム管理機能によって、統合サーバーに関する応答時間の最小値、最大値およ
び平均値とともに処理速度も統計間隔ごとに記録されます。

統合サーバー用に収集された統計情報に対して、しきい値を設定したり、実行され
るサービスを構成したりすることはきません。
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エージェントの保留タスクのデフォルトしきい値の構成
このタスクについて

エージェントの保留タスクのデフォルトしきい値を設定する手順は、次のとおりで
す。

手順

<INSTALL_DIR>/properties/customer_overrides.properties ファイルで次のプロパ
ティーを設定します。

yantra.hm.agent.threshold=<value>

タスクの結果

また、エージェントごとに個別のしきい値を設定できます。

JMS キューのモニター
Sterling Selling and Fulfillment Foundation と JMS メッセージング・キューを使用
する他のシステムとの間の統合ポイントが正常に機能するためには、キュー内のメ
ッセージ数のモニターが必要です。キュー内のメッセージの処理速度が遅かった
り、メッセージがまったく処理されていなかったりする場合は、統合ポイントに問
題があります。統合ポイントの問題が速やかに解決されないと、処理が進むうちに
必ずどこかで別の問題が発生します。

JMS キュー内のメッセージ数

モニターされている JMS キューのメッセージ数は、統計間隔ごとに記録されま
す。このような統計情報は、実際にモニターされている JMS キューに対してのみ
記録されることに注意してください。JMS キューのモニター方法については、 44

ページの『「モニター・グループの詳細」画面』を参照してください。

JMS キューのモニターでは 10 分ごとにデータが取得されます。JMS キューに関す
るその他のリアルタイム・データのモニターついては、JMS サーバー・ソフトウェ
アのベンダーが提供する文書を参照してください。

メッセージ数のしきい値超過時のアラート

JMS キューのメッセージ数がしきい値制限を超えた場合に実行されるサービスを構
成できます。このサービスでは、システム管理者への E メール・メッセージ送信や
アラート作成など、あらゆることを実行できます。このサービスで使用できるデー
タに関する詳細は、 12ページの『ヘルス・モニター・アラートの公開データ』を参
照してください。

メッセージ数のしきい値制限には、デフォルト値はありません。このしきい値は、
モニターする JMS キューを追加するときに指定する必要があります。詳細は、 44

ページの『「モニター・グループの詳細」画面』を参照してください。
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ヘルス・モニター・アラートの公開データ
ヘルス・モニター・エージェント内部でアラートが生成される場合 (しきい値の超
過、アプリケーション・サーバーのダウン、エージェントまたは統合サーバーの予
期しない終了など)、アラート・データは XML 形式で公開されます。

しきい値が超過した場合のアラートは、次のような XML 形式になります。

<Alert ServiceName="" ServiceType="" Threshold="" Value="" Units=""/>

この XML には、次の属性が含まれます。

表 1. しきい値超過時アラートの属性

属性 説明

ServiceName しきい値が超過したコンポーネントの名前

ServiceType しきい値が超過したコンポーネントのタイプ。次のいずれかに
なります。

v APPSERVER

v API

v AGENT

v JMS

Threshold コンポーネントに設定された現在のしきい値制限

値 現時点でしきい値を超過している統計値

単位 (Units) 該当する値およびしきい値が返される場合の計測単位。次のい
ずれかになります。

v ミリ秒

v 保留タスク数

v メッセージ数

アプリケーション・サーバーがダウンしたり、エージェントや統合サーバーが予期
せず終了したりした場合のアラートは、次のような XML 形式になります。

<Alert ServerName="" HostName="" ServerStartTime=""/>

この XML には、次の属性が含まれます。

表 2. アプリケーション・サーバーのダウン時、およびエージェントまたは統合サーバーの
終了時アラートの属性

属性 説明

ServerName アラートが発生したサーバーの名前

HostName アラートが発生したサーバーが実行されていたアプリケーショ
ン・ホストの名前

ServerStartTime アラートが発生したサーバーの始動時刻

モニター・グループ
本書に記載されている統計情報は、すべてシステム管理コンソールで表示できま
す。各アプリケーション・サーバー、API、エージェント、統合サーバーおよび
JMS キューは、コンソールで表示およびモニターできます。
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モニターするコンポーネントは非常に多岐にわたるため、それらのコンポーネント
を、その種類がわかるようなモニター・グループに編成できます。Sterling Selling

and Fulfillment Foundation には、類似したビジネス・ロジックに基づいたデフォル
トのグループ設定が用意されています。例えば、注文に関係する API およびエージ
ェントは、すべて「Order」モニター・グループに分類されます。これらのデフォル
トのグループ設定には、これ以外にも、思いどおりの編成にするための変更を加え
ることができます。例えば、頻繁に使用されるエージェントをすべて同一グループ
にすることもできます。モニター・グループに関する詳細は、 27ページの『「シス
テム管理コンソール」画面』を参照してください。

システム管理コンソールへのアクセス
このタスクについて

システム管理コンソールを実行するすべてのコンピューターで、Java プラグインに
使用可能なメモリーを増やすことが推奨されています。使用可能なメモリーを増や
すには、Windows のコントロールパネルから Java プラグイン設定を開きます。そ
して、-Xms128M -Xmx128m という Java ランタイム・パラメーターを指定します。

アプリケーション・マネージャーコンフィギュレーターとシステム管理コンソール
の両方が同時に開いた状態で、いずれか一方のアプリケーションのダイアログ・ウ
ィンドウが開いていると、もう一方のアプリケーションはダイアログ・ウィンドウ
が閉じるまでユーザー入力に応答しません。これは、Java プラットフォームのバグ
に起因するものです。

システム管理コンソールにアクセスする手順は、次のとおりです。

手順
1. ブラウザーで http://<hostname>:<portname>/smcfs/console/start.jsp にアク
セスします。

ここで、

v hostname は、Sterling Selling and Fulfillment Foundation がインストールされ
ているコンピューターのコンピューター名または IP アドレスです。

v portnumber は、Sterling Selling and Fulfillment Foundation がインストールさ
れているコンピューターのリスニング・ポートです。

ブラウザーで「サインイン」ウィンドウが表示されます。

2. ログイン ID とパスワードを入力し、「サインイン」をクリックします。アプリ
ケーション・コンソールのホーム・ページが表示されます。

3. メニュー・バーで「システム」>「システム管理コンソール」を選択します。

システム管理コンソール画面
システム管理コンソールの画面には、Sterling Selling and Fulfillment Foundation 全
体のさまざまなコンポーネントに関する現在の状態が表示されます。画面には、主
に次の 3 つのタイプがあります。

v Sterling Selling and Fulfillment Foundation のメイン・ビュー - 常に開いていて、
Sterling Selling and Fulfillment Foundation 全体の状態を表示する主画面です。
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v モニター・グループの要約のツリーとグラフ - これは、2 番目のレベルの画面で
す。API やエージェントなどの特定のコンポーネント・タイプのモニター・グル
ープについて、そのグループ全体の概要が表示されます。この画面では、選択さ
れたモニター・グループ内の各コンポーネントについて、個別の統計グラフも表
示されます。

v コンポーネントのモニター詳細 - これは、3 番目のレベルの画面です。API やエ
ージェントなどの個別のコンポーネントに関するモニター結果の詳細が表示され
ます。

要約のツリーとグラフの画面、またはコンポーネントのモニター詳細の画面は、ど
のような組み合わせでも同時に開いておくことができます。適切な画面を開いてお
くことにより、必要に応じて特定のコンポーネントに注目することができます。

システム管理コンソールでのコンポーネントに関するアラートと警
告の表示方法

現在 (すなわち、最新表示で取得された最新情報において) 問題のある状態になって
いるコンポーネントは、コンソール上で、赤色 (アラートを意味) で強調表示されま
す。問題のある状態に陥る原因は、コンポーネントのタイプよって異なります。例
えば、API グループ内でいずれかの API の平均応答時間が、その API に設定され
た平均応答時間のしきい値を超えると、API グループは赤色に変わります。

また、問題のある状態に近づいたコンポーネントは、黄色 (警告を意味) で強調表示
されます。この場合も、警告状態に陥る原因は、コンポーネントのタイプによって
異なります。例えば、平均応答時間がしきい値の 80% 以上になると API は黄色に
変わります。

システム管理アクションに対するアクセスの制限
システム管理コンソールで実行可能なアクションのうち、特定のものに対してアク
セスを制限できます。例えば、システム管理コンソールでの次のアクションに対す
るアクセス権を取り消すことができます。

v エージェントまたは統合サーバーのシャットダウン、中断および再開

v キャッシュのクリア

v キャッシュの無効化およびキャッシュの上限の変更

v エージェントまたは統合サーバーのスレッドの変更

v トレースの有効化および無効化

v モニターしきい値の変更

これらのアクセス権は、アプリケーション・プラットフォーム・モジュールのシス
テム・エンティティーでのユーザー・グループ構成により保守されます。ユーザ
ー・グループの保守に関する詳細は、「Sterling Selling and Fulfillment Foundation

アプリケーション・プラットフォーム構成ガイド」を参照してください。
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アプリケーション・サーバーの応答時間に関する問題の解決
アプリケーション・サーバーの応答時間が過度に長い場合、画面のロードと更新の
遅延が大きくなるため、アプリケーション・コンソール・ユーザーは作業を行うこ
とが困難になります。

そのような状況に陥った場合は、ここに示した原因が考えられますので、確認して
ください。

アプリケーション・サーバーの応答時間に関する問題の解決 - ア
プリケーション・サーバーのキャッシュ・レベル

このタスクについて

アプリケーション・サーバーでは、キャッシュ・メモリーの使用量が過剰になると
応答時間が低下する場合があります。アプリケーション・サーバーのキャッシュ・
レベルは、「アプリケーション・サーバーの詳細」画面で表示できるほか、必要に
応じてクリアすることもできます。

アプリケーション・サーバーで現在使用されているキャッシュ・メモリーの量を表
示するには、次の手順を実行します。

手順
1. 「システム管理コンソール」画面で、キャッシュ情報を表示するアプリケーショ
ン・サーバーが実行されているアプリケーション・ホストのアイコンを見つけて
シングルクリックします。すると、「アプリケーション・ホストの要約
(Application Hosts Summary)」画面が表示されます。

2. アプリケーション・サーバーの要約グラフを見つけます。グラフ右の進行状況表
示バーが、アプリケーション・サーバーで使用されているキャッシュ・メモリー
量を表します。進行状況表示バーの横のラベルに、メモリーの使用量がキロバイ
ト単位で表示されます。

タスクの結果

アプリケーション・サーバーのキャッシュ・メモリーをクリアするには、要約グラ
フを左クリックします。すると、「アプリケーション・サーバーの詳細」画面が表
示されます。次に、「キャッシュのクリア」をクリックします。

アプリケーション・サーバーの応答時間に関する問題の解決 - ク
ライアントの過大負荷

このタスクについて

多数のアプリケーション・コンソール・ユーザーがアプリケーションに同時にアク
セスしている場合、すべての要求を適切な時間内で処理するには、実行されている
アプリケーション・サーバーの数が十分でない可能性があります。

「アプリケーション・サーバーの詳細」画面では、各アプリケーション・サーバー
で処理されている負荷に関する概要を把握できます。この画面には、アプリケーシ
ョン・サーバーで直近の 4 時間に処理された要求の数が表示されます。

第 2 章 システム管理コンソールの操作 15



アプリケーション・サーバーで処理される要求の数を表示するには、次の手順を実
行します。

手順
1. 「システム管理コンソール」画面で、要求数を表示するアプリケーション・サー
バーが実行されているアプリケーション・ホストのアイコンを見つけて、左クリ
ックします。すると、「アプリケーション・ホストの要約 (Application Hosts

Summary)」画面が表示されます。

2. 要求数を表示するアプリケーション・サーバーの要約グラフを見つけて、左クリ
ックします。すると、「アプリケーション・サーバーの詳細」画面が表示されま
す。

3. グラフの下の「要請数」オプションを選択します。

タスクの結果

アプリケーション・サーバーで処理される要求の数が過大な場合は、実行するアプ
リケーション・サーバーの数を増やして負荷のバランスを取り、全体のキャパシテ
ィーを高めます。ロード・バランシングに関する詳細は、「Sterling Selling and

Fulfillment Foundation パフォーマンス管理ガイド」を参照してください。

アプリケーション・サーバーの応答時間に関する問題の解決 - プ
リコンパイルされていない JSP

アプリケーション・コンソールで使用される JSP ファイルがプリコンパイルされて
いない場合、最初のうちはアプリケーション・サーバーの応答が遅くなる可能性が
あります。最初にユーザーが画面を表示するときに、そこで使用される JSP がコン
パイルされます。このコンパイル処理には長時間を要する場合があります。そのた
め、すべての JSP ファイルを EAR の作成中にプリコンパイルすることを強くお勧
めします。プリコンパイルに関する詳細は、「Sterling Selling and Fulfillment

Foundation パフォーマンス管理ガイド」を参照してください。

アプリケーション・サーバーの応答時間に関する問題の解決 -
JVM フル・ガーベッジ・コレクションの頻発

JVM フル・ガーベッジ・コレクションは負荷の高い処理であり、頻繁に実行される
とアプリケーション・サーバーがスローダウンする可能性があります。ガーベッ
ジ・コレクションは、JVM が割り当て済みのメモリーのほとんどを使用している場
合に自動的に開始されます。Java のコマンド行で -verbose:gc パラメーターを使用
して、フル・ガーベッジ・コレクションの発生頻度を確認してください。

アプリケーション・サーバー・ダウン時アラートの解決
アプリケーション・サーバーが予期せずダウンした場合は、速やかに回復してアプ
リケーション・コンソールのユーザーに影響しないようにする必要があります。

アプリケーション・サーバーが頻繁にダウンする場合は、考えられる原因をアプリ
ケーション・サーバーのログ・ファイルで確認する必要があります。
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API の応答時間に関する問題の解決
アプリケーションのスループットが最適なレベルであるためには、API が適切な応
答時間で実行されている必要があります。アプリケーション・コンソールは情報の
取得および更新をすべて API を使用して実行するため、API の応答時間がアプリケ
ーション・コンソール・ユーザーに影響する場合もあります。

API の応答時間がしきい値を超えた場合は、ここに示した原因が考えられますの
で、確認してください。

API の応答時間に関する問題の解決 - ユーザー出口の応答時間の
低下

このタスクについて

API にユーザー出口が実装されている場合、API の応答時間に関する問題は、ユー
ザー出口の応答時間の低下に起因する可能性があります。システム管理コンソール
の「API の詳細」画面で、直近の 4 時間で呼び出されたユーザー出口の応答時間を
表示できます。

API に実装されたユーザー出口の応答時間を表示するには、次の手順を実行しま
す。

手順
1. 「システム管理コンソール」画面で、API が含まれている API グループを見つ
けて左クリックします。すると、「API グループの要約 (API Groups

Summary)」画面が表示されます。

2. API の要約グラフを見つけて左クリックします。すると、「API の詳細」画面が
表示されます。

3. 「実装された外部プログラム」パネルで、応答時間を表示するユーザー出口に対
応するオプションを選択します。すると、グラフに直近の 4 時間のユーザー出
口の応答時間に関する最小値、最大値および平均値が表示されます。

タスクの結果

ユーザー出口の応答時間が低下している場合は、ユーザー出口がどのように実装さ
れているかを調べます。ユーザー出口をトレースして詳細情報を確認します。コン
ポーネントのトレースに関する詳細は、 20ページの『コンポーネントのトレース』
を参照してください。

API の応答時間に関する問題の解決 - 1 つの JVM での応答時間
の低下

このタスクについて

1 つの API が複数の JVM で呼び出される場合があります。 1 つの JVM で応答
時間が非常に低下している場合は、その JVM で実行されるすべての API の応答時
間が低下します。つまり、1 つの JVM の応答時間が低下することによって、API
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の応答時間がしきい値を超える可能性があります。その場合は、システム管理コン
ソールの「API の詳細」画面で、1 つの API に関する JVM ごとの応答時間を表示
します。

JVM ごとの応答時間を表示するには、次の手順を実行します。

手順
1. 「システム管理コンソール」画面で、API が含まれている API グループを見つ
けて左クリックします。すると、「API グループの要約 (API Groups

Summary)」画面が表示されます。

2. API の要約グラフを見つけて左クリックします。すると、「API の詳細」画面が
表示されます。

3. 「JVM ごとの応答時間 (Response Time By JVM)」パネルに、JVM のリスト
と、JVM ごとのその API の応答時間が表示されます。

タスクの結果

1 つの JVM でのみ応答時間が低下している場合には、その JVM に問題があるこ
とが考えられます (一般的には API の問題ではありません)。その場合は、リストで
JVM を選択して「詳細情報の表示」をクリックして、さらに詳しい情報を表示しま
す。

エージェント・サーバーの保留タスクに関する問題の解決
アプリケーションのスループットを最大化するには、エージェントですべての保留
タスクが許容時間内に処理される必要があります。エージェントのタスクの処理速
度が十分ではない場合は、保留ジョブが蓄積されてシステムのボトルネックを引き
起こします。

エージェントの保留ジョブ数がしきい値を超えた場合は、ここに示した原因が考え
られますので、確認してください。

エージェント・サーバーが実行されていない

エージェントの保留ジョブが増加している場合に、明らかな理由として考えられる
のは、エージェントが実行されていないことです。エージェントが一日のうちの適
切な時間に実行されるようにスケジュールします。

エージェント・サーバーのスレッドが不足している

エージェントでタスクを十分な速度で処理できない場合は、エージェントで使用さ
れるスレッド数を増やして処理速度を上げることができます。スレッド数は、「エ
ージェントと統合サーバーのインスタンスの詳細 (Agent and Integration Server

Instance Detail)」画面で増やすことができます。

エージェントで使用されるスレッド数を増やすには、 25ページの『エージェントま
たは統合サーバーのインスタンスのスレッドの一時的な増加』の手順に従ってくだ
さい。
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エラーが発生している

エージェントでエラーが発生している場合は、そのエージェントが最大限のパフォ
ーマンスで動作していない可能性があります。エージェントで最近発生したエラー
は、「エージェントと統合サーバーの詳細 (Agent and Integration Server Detail)」画
面で確認できます。

エージェントの最近のエラーの表示
このタスクについて

エージェントの最近のエラーを表示するには、次の手順を実行します。

手順
1. 「システム管理コンソール」画面で、最近のエラーを表示するエージェントが属
するエージェント・グループまたは統合サーバー・グループを見つけて、グルー
プ・アイコンを左クリックします。すると、「エージェントと統合サーバーの要
約 (Agent and Integration Server Summary)」画面が表示されます。

2. 最近のエラーを表示するエージェントの要約グラフを見つけて、左クリックしま
す。すると、「エージェントと統合サーバーの詳細 (Agent and Integration Server

Detail)」画面が表示されます。

3. 「最近のエラー」パネルに、エージェントのエラーが表示されます。エラーの発
生時刻に注目してください。エラーが最近発生した場合は、ログを確認してエラ
ーの原因を特定し、解決を図ります。

JMS キューのメッセージ数に関する問題の解決
Sterling Selling and Fulfillment Foundation と JMS メッセージング・キューを使用
している他のシステムとの統合ポイントが正常に機能するためには、キュー内のメ
ッセージ数をモニターする必要があります。キュー内のメッセージの処理速度が遅
かったり、メッセージがまったく処理されていなかったりする場合は、統合ポイン
トに問題があります。この問題をできる限り迅速に解決して、処理が進んでからも
問題が発生することのないようにします。

メッセージ数がしきい値を超えた場合は、ここに示した原因が考えられますので、
確認してください。

メッセージ・コンシューマー・プロセスが実行されていない

キュー内のメッセージが増加し続けている場合は、メッセージを処理するプロセス
が実行されていない可能性があります。必ず、メッセージを処理するプロセスが適
切な時間に実行されるようにスケジュールします。

メッセージ・コンシューマー・プロセスの処理速度が遅い

キュー内のメッセージが増加し続ける別の理由として、メッセージを処理するプロ
セスの処理速度が十分でないことが考えられます。

メッセージを処理するプロセスがエージェントの場合は、 18ページの『エージェン
ト・サーバーの保留タスクに関する問題の解決』に記載されているような原因が考
えられますので、確認をして問題を解決する必要があります。
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メッセージを処理するプロセスが Sterling Selling and Fulfillment Foundation の外部
で実行されている場合は、そのプロセスについて調査する必要があります。

コンポーネントのトレース
このタスクについて

トレースは、コンポーネントの実行中にさまざまな問題を調査するために使用でき
る有効なツールです。コンポーネントに対してトレースがオンになっていると、問
題の特定に役立つメッセージが追加で出力されます。

手順

コンポーネントをトレースするには、「システム管理コンソール」画面のメインメ
ニューで「ツール (Tools)」>「トレース・コンポーネント」を選択して、「トレー
ス対象コンポーネントのリスト (Traced Components List)」画面を表示します。

コンポーネント・トレースの停止
手順
1. コンポーネントのトレースを停止するには、「システム管理コンソール」画面の
メインメニューで「ツール (Tools)」>「コンポーネントのトレース」を選択し
て、「トレース対象コンポーネントのリスト (Traced Components List)」画面を
表示します。

2. コンポーネントのトレースの停止に関する詳細は、 46ページの『「トレース対
象コンポーネントのリスト (Traced Components List)」画面』を参照してくださ
い。

エージェント・トレースの有効化
このタスクについて

エージェントをトレースするには、次の手順を実行する必要があります。

手順
1. アプリケーション・サーバーを始動します。

2. トレースするエージェント・サーバーを始動します。

3. トレースを開始するには、「システム管理コンソール」画面のメインメニューで
「ツール (Tools)」>「トレース・コンポーネント」を選択して「トレース対象コ
ンポーネントのリスト (Traced Components List)」画面に進み、エージェントを
選択します。

4. トレース対象コンポーネント・リストを保存して閉じます。

5. エージェントを起動します。

タスクの結果

エージェント・サーバーの始動前にトレース対象コンポーネントが追加された場合
は、ログ・ファイルにトレースは出力されません。
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アプリケーション・サーバーのキャッシュ情報の表示
このタスクについて

アプリケーション・サーバーでは、次の 2 つのレベルのキャッシュ情報を表示でき
ます。

v キャッシュに使用されるグローバル・メモリー。「アプリケーション・ホストの
要約 (Application Hosts Summary)」画面で表示

v テーブル・レベルのキャッシュ情報。「テーブル・レベルのキャッシュ・リス
ト」画面で表示

アプリケーション・サーバーのグローバル・キャッシュまたはテーブル・レベルの
キャッシュの情報にアクセスするには、次の手順を実行します。

手順
1. アプリケーション・ホストで、目的のアプリケーション・サーバーのアイコンを
クリックします。「アプリケーション・ホストの要約 (Application Hosts

Summary)」画面が表示されます。

2. 選択したアプリケーション・サーバーの要約グラフを見つけます。要約グラフの
右側の進行状況表示バーに、使用されているグローバル・キャッシュ・メモリー
の量が表示されます。使用メモリー量はキロバイト単位でラベルに表示されま
す。

3. アプリケーション・サーバーのテーブル・レベルのキャッシュ情報を表示するに
は、要約グラフのアイコンを選択します。すると、「アプリケーション・サーバ
ーの詳細」画面が表示されます。

4. 「テーブル・レベルのキャッシュ」をクリックして、「テーブル・レベルのキャ
ッシュ・リスト」画面を表示します。

アプリケーション・サーバーのデータベース・キャッシュのクリア
このタスクについて

アプリケーションのデータベース・キャッシュをクリアする手順は、次のとおりで
す。

手順
1. 「システム管理コンソール」画面で、キャッシュをクリアするアプリケーショ
ン・サーバーが実行されているアプリケーション・ホストのアイコンを見つけ
て、左クリックします。すると、「アプリケーション・ホストの要約
(Application Hosts Summary)」画面が表示されます。

2. キャッシュをクリアするアプリケーション・サーバーの要約グラフのアイコンを
見つけて、左クリックします。すると、「アプリケーション・サーバーの詳細」
画面が表示されます。

3. 次に、「キャッシュのクリア」をクリックします。現在表示されているアプリケ
ーション・サーバーのインスタンスに関するキャッシュのみがクリアされます。
すべてのサーバーのキャッシュをクリアするには、 32ページの表 7を参照してく
ださい。
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アプリケーション・サーバーのキャッシュの無効化またはデータベース・キ
ャッシュの上限の変更

このタスクについて

「テーブル・レベルのキャッシュ・リスト」画面で、特定のデータベース・テーブ
ルのキャッシュ全体を無効化したり、キャッシュ数の上限を変更したりできます。

アプリケーション・サーバーのデータベース・テーブルのキャッシュを無効化した
り、キャッシュの上限を変更したりする手順は、次のとおりです。

手順
1. 「システム管理コンソール」画面で、キャッシュの無効化またはキャッシュの上
限の変更対象となるアプリケーション・サーバーが実行されているアプリケーシ
ョン・ホストのアイコンを見つけて、左クリックします。すると、「アプリケー
ション・ホストの要約 (Application Hosts Summary)」画面が表示されます。

2. キャッシュの無効化またはキャッシュの上限の変更対象対象となるアプリケーシ
ョン・サーバーの要約グラフのアイコンを見つけて、左クリックします。する
と、「アプリケーション・サーバーの詳細」画面が表示されます。

3. 「テーブル・レベルのキャッシュ」をクリックします。すると、「テーブル・レ
ベルのキャッシュ・リスト」画面が表示されます。

アプリケーション・サーバーのプロパティーの表示
このタスクについて

アクティブなアプリケーション・サーバーのプロパティー
(yfs.properties、yfs.properties_<module_id>_ext、dbclassCache.properties お
よび dbclassCache.properties_<module_id>_ext の各ファイルで指定したもの) を
表示するには、次の手順を実行します。

手順
1. 「システム管理コンソール」画面で、プロパティーを表示するアプリケーショ
ン・サーバーが実行されているアプリケーション・ホストを見つけて、アイコン
を左クリックします。すると、「アプリケーション・ホストの要約 (Application

Hosts Summary)」画面が表示されます。

2. プロパティーを表示するアプリケーション・サーバーの要約グラフを見つけて、
アイコンを左クリックします。すると、「アプリケーション・サーバーの詳細」
画面が表示されます。

3. 「サーバーのプロパティー」をクリックします。「サーバーのプロパティー」画
面のリストに、プロパティーとそれに対応する値がすべて表示されます。これら
のプロパティーをシステム管理コンソールから変更することはできません。これ
らのプロパティーの変更はすべて <INSTALL_DIR>/properties/

customer_overrides.properties ファイルで行う必要があります。このファイル
に変更を加えた後は、アプリケーション・サーバーをリブートする必要がありま
す。 customer_overrides.properties ファイルを使用したプロパティーの指定
変更に関する詳細は、「Sterling Selling and Fulfillment Foundation プロパティ
ー・ガイド」を参照してください。
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エージェントまたは統合サーバーのインスタンスのシャットダウン、中断ま
たは再開

このタスクについて

「稼働中のエージェントまたは統合サーバー (Live Agent or Integration Servers)」画
面で、実行中のエージェントや統合サーバーをシャットダウン、中断または再開で
きます。

注: 中断および再開のアクションは、ヘルス・モニターまたはそのいずれのサブサ
ービスでもサポートされていません。

エージェントまたは統合サーバーをシャットダウン、中断または再開するには、次
の手順を実行します。

手順
1. 「システム管理コンソール」画面で、「ツール (Tools)」>「稼働中のエージェン
トまたは統合サーバーの表示 (View Live Agents or Integration Servers)」を選択
します。すると、「稼働中のエージェントまたは統合サーバー (Live Agent or

Integration Servers)」画面が表示されます。

2. エージェントまたは統合サーバーを見つけて、実行するアクション (シャットダ
ウン、中断または再開) のボタンをクリックします。複数のエージェントまたは
統合サーバーに対してアクションを実行するには、複数のエージェントか統合サ
ーバー、またはその両方の組み合わせを選択します。

エージェント・サーバーの始動
このタスクについて

agentserver ユーティリティーによって始動するプロセスは、時間トリガー・トラン
ザクション (エージェント) が生成するトランザクションを実行します。下記の説明
の使用オペレーティング・システムに該当する個所の説明に従い、時間トリガー・
トランザクション用にアプリケーション・マネージャーで設定したエージェント・
サーバー名を指定して、エージェント・サーバーを始動します。

同時に複数のエージェントが始動する場合、2 つのサーバーに同じ ID が登録され
ている可能性が多少なりともあります。ID が重複していると、後のサーバーのシャ
ットダウン時に問題が発生します。サーバーの始動ごとに数分ほど間隔を置くよう
にします。

次のようにしてエージェント・サーバーを始動します。

v UNIX を使用している場合は、<INSTALL_DIR>/bin/agentserver.sh スクリプトを
実行します。

例えば、以下のとおりです。

agentserver.sh <agent_server_name>

v Windows を使用している場合は、<INSTALL_DIR>¥bin¥agentserver.cmd スクリプ
トを実行します。

例えば、以下のとおりです。
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agentserver.cmd <agent_server_name>

統合サーバーの始動
このタスクについて

統合サーバー Sterling Selling and Fulfillment Foundation のインスタンスを始動する
には、次の手順を実行します。

v UNIX を使用している場合は、<INSTALL_DIR>/bin/startIntegrationServer.sh

コマンドを実行します。

v Windows を使用している場合は、
<INSTALL_DIR>¥bin¥startIntegrationServer.cmd コマンドを実行します。

HTTP または EJB のトランスポート機構を使用するサービスを実行するために
Sterling Selling and Fulfillment Foundation 統合サーバーを始動することはできませ
ん。

ベンダー固有の技術情報
v WebLogic JMS

WebLogic JMS トランザクションのタイムアウト期間の経過後、次のメッセージ
が出力されます。

<date/time stamp> [Thread-??] ERROR
services.jms.JMSConsumer -Could not
successfully process message
weblogic.jms.common.
TransactionRolledBackException:

このメッセージは無視してください。ロールバックされたトランザクションはあ
りません。

v WebSphere MQ JMS

WebSphere MQ メッセージング・サーバーの始動時に次のメッセージが出力され
た場合の対処方法は次のとおりです。

unable to load message catalog - mqji

WebSphere MQ JAR ファイルのパスに加えて、次に示す MQ クライアント・ア
ダプターおよび統合アダプターのパスを classpath に追加します。

<MQ_JAVA_INSTALL_PATH>/lib

エージェントのスケジューリング
triggeragent ユーティリティーは、エージェント (時間トリガー・トランザクション)

のスケジューリングに使用されます。

オペレーティング・システムで提供されているアプリケーション・スケジューラー
を使用して時間トリガー・トランザクションをスケジュールできます。例えば、
UNIX 環境では CRON コマンドを使用できます。その場合は、<criteriaID> を時間
トリガー・トランザクションごとにアプリケーション・マネージャーで定義しま
す。
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triggeragent.sh <criteriaID>

このコマンドを使用して、時間トリガー・トランザクションを 1 回のみ実行するこ
ともできます。

時間トリガー・トランザクションをトリガーして処理を開始するには、
<INSTALL_DIR>/bin/ ディレクトリーにある triggeragent.sh スクリプトをスケジ
ュールします。

エージェントまたは統合サーバーのインスタンスのスレッドの一時的な増加
このタスクについて

実行中のエージェントまたは統合サーバーのインスタンスで使用されるスレッドの
数は、「エージェントと統合サーバーのインスタンスの詳細 (Agent and Integration

Server Instance Detail)」画面で変更できます。この画面での変更は一時的なものであ
り、エージェントの再始動時に無効になります。アクティブなエージェントのスレ
ッド数を変更するには、次の手順を実行します。

手順
1. 「システム管理コンソール」画面で、スレッド数を変更するエージェントまたは
統合サーバーが属するエージェント・グループまたは統合サーバー・グループを
見つけて、グループ・アイコンを左クリックします。すると、「エージェントと
統合サーバーの要約 (Agent and Integration Server Summary)」画面が表示されま
す。

2. スレッド数を変更するエージェントまたは統合サーバーに対応する要約グラフを
見つけて、シングルクリックします。すると、「エージェントと統合サーバーの
詳細 (Agent and Integration Server Detail)」画面が表示されます。

3. 「このエージェントまたは統合サーバーを実行しているサーバー (Servers

Running this Agent or Integration Server)」パネルで、エージェントまたは統合サ
ーバーが実行されているサーバーを見つけます。次に、そのサーバーを選択して
から、「詳細情報の表示」を選択します。すると、「エージェントと統合サーバ
ーのインスタンスの詳細 (Agent and Integration Server Instance Detail)」画面が
表示されます。

タスクの結果

エージェントまたは統合サーバーの始動時に使用されるスレッドの数を恒久的に変
更するには、エージェントまたは統合サーバーの構成を変更する必要があります。
エージェントまたは統合サーバーの初期スレッドの構成に関する詳細は、「Sterling

Selling and Fulfillment Foundation アプリケーション・プラットフォーム構成ガイ
ド」を参照してください。

注: ヘルス・モニターのスレッド・レベルを変更することはできません。
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エージェントまたは統合サーバーのインスタンスのプロパティーの表示
このタスクについて

システム管理コンソールの「エージェントと統合サーバーのインスタンスの詳細
(Agent and Integration Server Instance Detail)」画面では、実行中のエージェントま
たは統合サーバーのプロパティーを表示できます。

手順
1. 「システム管理コンソール」画面で、プロパティーを表示するエージェントまた
は統合サーバーが属するエージェント・グループまたは統合サーバー・グループ
を見つけて、グループ・アイコンを左クリックします。すると、「エージェント
と統合サーバーの要約 (Agent and Integration Server Summary)」画面が表示され
ます。

2. プロパティーを表示するエージェントまたは統合サーバーの要約グラフを見つけ
て、シングルクリックします。すると、「エージェントと統合サーバーの詳細
(Agent and Integration Server Detail)」画面が表示されます。

3. 「このエージェントまたは統合サーバーを実行しているサーバー (Servers

Running this Agent or Integration Server)」パネルで、エージェントまたは統合サ
ーバーが実行されているサーバーを見つけます。次に、そのサーバーを選択して
から、「詳細情報の表示」を選択します。すると、「エージェントと統合サーバ
ーのインスタンスの詳細 (Agent and Integration Server Instance Detail)」画面が
表示されます。

モニターのグループ化の変更
このタスクについて

モニター・グループに属しているコンポーネントを変更する手順は、次のとおりで
す。

手順
1. 「システム管理コンソール」画面で、変更するモニター・グループを見つけま
す。

2. アイコンを右クリックして、「モニター・グループの変更」を選択します。「モ
ニター・グループの詳細」画面が表示されます。
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第 3 章 システム管理コンソール画面の説明

システム管理コンソール画面の概要
ここでは、システム管理コンソール画面およびそのフィールドについて説明しま
す。

「システム管理コンソール」画面

システム管理コンソールのメイン・ビューでは、Sterling Selling and Fulfillment

Foundation の全体的な状況が表示されます。

メインとなる 3 つのタイプの画面表示は、それぞれ 5 分ごとに最新情報に更新さ
れます。コンソールの他画面の表示は、こうして最新情報に更新されることはあり
ません。

表 3. 「システム管理コンソール」

アクション 説明

次のアクションは、「ツール (Tools)」メニューから実行できます。

「モニタリン
グ・グループの
作成」

このアクションで「モニター・グループの詳細」画面に進み、そこで
API、エージェント、統合サーバーまたは JMS キューのモニター・グル
ープを新規に作成できます。

「トレース・コ
ンポーネント」

このアクションで「トレース対象コンポーネントのリスト (Traced

Components List)」画面に進み、そこでトレースの表示および追加ができ
ます。

「稼働中のエー
ジェントまたは
統合サーバーの
表示 (View Live

Agent or

Integration

Servers)」

このアクションで「稼働中のエージェントまたは統合サーバー (Live

Agent or Integration Servers)」画面に進み、そこでエージェントまたは統
合サーバーを表示および管理できます。

ステータス・バー

ステータス・バーは、メイン・アプリケーション・ウィンドウの右下隅に表示されます。こ
のステータス・バーには、システム全体のさまざまな情報を表すアイコンがあります。ステ
ータス・バーは常に表示しておくことをお勧めします。そうすれば、アプリケーションのあ
らゆる問題がアイコンの変化によってすぐにわかります。

アイコン アイコン名 説明

ユーザー このアイコンのツールチップでは、
システム管理コンソールにログイン
しているユーザーの情報が表示され
ます。

ロケール このアイコンのツールチップでは、
アクティブなロケールに関する情報
が表示されます。
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表 3. 「システム管理コンソール」 (続き)

アクション 説明

トレース このアイコンは、システム管理コン
ソールのトレース機能に関する現在
の状況を表します。このアイコンを
クリックしてトレースをオンまたは
オフに変更できます。トレースがオ
フのときには赤い円に×印が付いた
アイコンが表示され、トレースがオ
ンのときには緑の円にチェック・マ
ークが付いたアイコンが表示されま
す。システム管理コンソールの問題
をデバッグするのでなければ、トレ
ースは常にオフにしておくとよいで
しょう。トレースがオンに変わる
と、そのことを伝えるメッセージが
log4jconfig.xml で構成されたアペン
ダーに出力されます。トレースがオ
ンになっていると、システム管理コ
ンソールの画面の表示が通常よりも
かなり遅くなります。

すべてのアプリケーション・ホスト
(All Application Hosts)

このアイコンは、アプリケーショ
ン・ホスト全体の状態を表します。
すべてのアプリケーション・ホスト
における最悪の状態が適切な色 (正
常、赤、黄または使用不可) で表さ
れます。例えば、1 つのホストに関
連するアプリケーション・サーバー
がすべてダウンしている場合、アイ
コンの表示は使用不可を示します。
すべてのアプリケーション・サーバ
ーが実行されているものの、1 つの
アプリケーション・サーバーが応答
時間のしきい値を超過している場
合、アイコンは赤く表示されます。
すべてのアプリケーション・サーバ
ーが実行されていて何も問題がない
場合、アイコンは正常を示します。

すべての API グループ (All API

Groups)

このアイコンは、API グループ全体
の状態を表します。すべての API

グループにおける最悪の状態が適切
な色 (正常、赤または黄) で表され
ます。

すべてのエージェント/統合サーバ
ー・グループ (All

Agents/Integration Server Groups)

このアイコンは、エージェント・グ
ループまたは統合サーバー・グルー
プ全体の状態を表します。すべての
エージェント・グループまたは統合
サーバー・グループにおける最悪の
状態が適切な色 (正常、赤または黄)

で表されます。
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表 3. 「システム管理コンソール」 (続き)

アクション 説明

すべての JMS キュー・グループ
(All JMS Queue Groups)

このアイコンは、JMS キュー・グル
ープ全体の状態を表します。すべて
の JMS キュー・グループにおける
最悪の状態が適切な色 (正常、赤ま
たは黄) で表されます。

表 4. 「システム管理コンソール」画面、クライアント

クライアント

画面のクライアントに関する部分とアプリケーション・ホストに関する部分の間の矢印に
は、クライアントとサーバーからの要求や応答に関する情報が示されます。

アプリケーション・ホストに向かう矢印には、1 秒あたりの要求数が表示されます。この数
値は、直近の統計間隔におけるアプリケーション・コンソールのユーザーからの (1 秒あた
りの) HTML 要求数を示します。これにより、アプリケーション・サーバーがユーザーから
受ける負荷がわかります。

クライアントに向かう矢印には、アプリケーション・サーバー全体の平均応答時間が表示さ
れます。これにより、アプリケーション・コンソール・ユーザーが体感するおおよその応答
時間がわかります。
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表 5. 「システム管理コンソール」画面、アプリケーション・ホスト

アプリケーション・ホスト アプリケーション・ホスト

アプリケーション・サーバーが
実行されているアプリケーショ
ン・ホスト (物理マシン) ごと
に、次の情報が「アプリケーシ
ョン・ホスト」パネルに表示さ
れます。

このアイコンの横の進行状況表
示バーでは、ホストで実行され
ているいずれかのアプリケーシ
ョン・サーバーが示す最高キャ
ッシュ使用率がわかります。

ホストで実行されているいずれ
かのアプリケーション・サーバ
ーが示す最高応答時間が進行状
況表示バーの横に示されます。

アプリケーション・ホストの名
前は、アイコンの下に表示され
ます。

「アプリケーション・ホストの
要約 (Application Hosts

Summary)」画面を表示するに
は、アプリケーション・ホスト
をシングルクリック (または右
クリックして「詳細情報」を選
択) します。

アイコン アイコン名 説明

通常応答時間 (Normal

Response time)

正常 - すべてのアプリケーシ
ョン・サーバーが適切な応答時
間で正常に実行されています。

しきい値を超える応答時間
(Response Time Above

Threshold)

赤 - 実行中のアプリケーショ
ン・サーバーの 1 つ以上で、
応答時間が設定されたしきい値
を超えています。

しきい値に近い応答時間
(Response Time Near

Threshold)

黄 - 実行中のアプリケーショ
ン・サーバーの 1 つ以上で、
応答時間が設定されたしきい値
に近づいています。
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表 5. 「システム管理コンソール」画面、アプリケーション・ホスト (続き)

サーバー・ダウン (Server

Down)

正常で黄色の×印 - アプリケー
ション・サーバーの一部がダウ
ンしています。このアイコンが
表示されるのは、ホストで複数
のアプリケーション・サーバー
が実行されており、そのうちの
1 つ以上がダウンしていて、少
なくとも 1 つはまだ実行され
ている場合のみです。

すべてのサーバー・ダウン (All

Servers Down)

使用不可で赤色の×印 - アプリ
ケーション・サーバーがすべて
ダウンしています。

表 6. 「システム管理コンソール」画面、API グループ

API グループ API グループ

API モニター・グループごとに、次
の情報が「API グループ」パネルに
表示されます。

アイコンの下に API グループの名
前が表示されます。グループ名の横
の括弧内に、そのグループ内のアク
ティブな API の数が表示されま
す。API は、直近の統計間隔内で呼
び出された場合にアクティブとみな
されます。

「API グループの要約 (API Groups

Summary)」画面を表示するには、
API グループをシングルクリック
(または右クリックして「詳細情報」
を選択) します。

アイコン アイコン名 説明

通常 API 応答時間 (Normal API

Response Time)

正常 - すべての API が適切な応答
時間で正常に実行されています。

しきい値を超える API 応答時間
(API Response Time Above

Threshold)

赤 - 実行中の API の 1 つ以上
で、応答時間が設定されたしきい値
を超えています。

しきい値に近い API 応答時間 (API

Response Time Near Threshold)

黄 - 実行中の API の 1 つ以上
で、応答時間が設定されたしきい値
に近づいています。
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表 7. 「システム管理コンソール」画面、データベース

データベース

システム管理機能では、データベースをモニターする方法はありません。システム管理コン
ソールとは別にサード・パーティーのデータベース・モニター・ソフトウェアを使用するこ
とをお勧めします。

「データベース」パネルには、アプリケーションで使用されているデータベースに関する情
報が表示されます。

フィールド 説明

「ドライバー名」 データベースへの接続に使用されるデータベース・ドライバー
の名前。

「ドライバー・バージョ
ン」

データベースへの接続に使用されるデータベース・ドライバー
のバージョン。

「データベース・バージョ
ン (Database Version)」

データベースのバージョンに関する詳細な情報がデータベー
ス・アイコンのツールチップに表示されます。

アクション 説明

「キャッシュのクリア」 このアクションにより、データベースのキャッシュはすべてク
リアされます。すべてのアプリケーション、エージェントおよ
び統合サーバーのキャッシュもクリアされます。

表 8. 「システム管理コンソール」画面、エージェント・グループまたは統合サーバー・グ
ループ

エージェント/統合サーバー・グルー
プ

エージェント・グループまたは統合
サーバー・グループ

エージェントまたは統合サーバーの
モニター・グループごとに、次の情
報が「エージェント/統合サーバー・
グループ」パネルに表示されます。

エージェント・グループまたは統合
サーバー・グループの名前がアイコ
ンの下に表示されます。グループ名
の横の括弧内に、グループ内のアク
ティブなエージェントまたは統合サ
ーバーの数が表示されます。エージ
ェントまたは統合サーバーは、直近
の統計間隔内で何らかのアクティビ
ティーが実行された場合にアクティ
ブとみなされます。

「エージェントと統合サーバーの要
約 (Agent and Integration Server

Summary)」画面を表示するには、エ
ージェント・グループまたは統合サ
ーバー・グループをシングルクリッ
ク (または右クリックして「詳細情
報」を選択) します。

アイコン アイコン名 説明
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表 8. 「システム管理コンソール」画面、エージェント・グループまたは統合サーバー・グ
ループ (続き)

通常の保留タスク数 (Normal

Number of Pending Tasks)

正常 - すべてのエージェントで、保
留タスク数が設定されたしきい値に
達していません。

しきい値を超える保留タスク数
(Pending Tasks Above Threshold)

赤 - 1 つ以上のエージェントで保留
タスク数が設定されたしきい値を超
えています。

しきい値に近い保留タスク数
(Pending Tasks Near Threshold)

黄 - 1 つ以上のエージェントので、
保留タスク数が設定されたしきい値
に近づいています。

表 9. 「システム管理コンソール」画面、JMS キュー・グループ

JMS キュー・グループ JMS キュー・グループ

JMS キューのモニター・グループご
とに、次の情報が「JMS キュー・グ
ループ」パネルに表示されます。

アイコンの下に JMS キュー・グル
ープの名前が表示されます。

「JMS キューの要約 (JMS Queue

Summary)」画面を表示するには、
JMS キュー・グループをシングルク
リック (または右クリックして「詳
細情報」を選択) します。

アイコン アイコン名 説明

通常のメッセージ数 (Normal

Number of Messages)

正常 - すべてのキューで、メッセー
ジ数が設定されたしきい値に達して
いません。

しきい値を超えるメッセージ数
(Messages Above Threshold)

赤 - 1 つ以上のキューで、メッセー
ジ数が設定されたしきい値を超えて
います。

しきい値に近いメッセージ数
(Messages Near Threshold)

黄 - 1 つ以上のキューで、メッセー
ジ数が設定されたしきい値に近づい
ています。

「アプリケーション・ホストの要約 (Application Hosts Summary)」画面

この画面には、アプリケーション・ホストの要約レベルの情報が表示されます。

画面の左側のツリーに、すべてのアプリケーション・ホストが、それぞれのホスト
に関連するアプリケーション・サーバーとともに表示されます。各コンポーネント
の横にあるアイコンは、そのコンポーネントの現在の状態 (正常、アラート、警告
またはダウン) を表しています。 あるアプリケーション・ホストが選択されると、
そのホストに属するすべてのアプリケーション・サーバーの要約グラフが右側に表
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示されます。各要約グラフの横の進行状況表示バーには、アプリケーション・サー
バーで使用されているキャッシュ・メモリーの量が表示されます。

要約グラフに表示されるアプリケーション・サーバーの平均応答時間は、直近の 4

時間における値です。現在のアプリケーション・サーバーの平均応答時間がしきい
値を超えている場合は、グラフの背景が赤になります。

「アプリケーション・サーバーの詳細」画面

この画面には、アプリケーション・サーバーの詳細情報が表示されます。

アプリケーション・サーバーの現在の状況 (正常、アラート、警告またはダウン)

は、「ホスト」フィールドの横にあるアイコンで表されます。

デフォルトでは、直近の 4 時間における HTML 要求の応答時間 (秒) の最小値、
最大値および平均値がグラフに表示されます。アプリケーション・サーバーの応答
時間に関して現在設定されているしきい値制限は、グラフに赤の水平線で表示され
ます。

直近の 4 時間におけるアプリケーション・サーバーへの要求数を表示するには、グ
ラフの「要請数」オプションを選択します。

表 10. 「アプリケーション・サーバーの詳細」画面、基本情報

フィールド 説明

「ホスト」 サーバーが実行されている物理ホストの名前

「サーバー ID」 アプリケーション・サーバー用に生成された ID

「サーバー名」 サーバー固有の名前

アクション 説明

「サーバーのプロパティ
ー」

アプリケーション・サーバーのプロパティー (yfs.properties

ファイルで指定されたもの) を表示する場合に選択します。
「サーバーのプロパティー」画面のリストに、プロパティーと
それに対応する値がすべて表示されます。これらのプロパティ
ーをシステム管理コンソールから変更することはできません。
これらのプロパティーの変更はすべて <INSTALL_DIR>/

properties/customer_overrides.properties ファイルで行う
必要があります。 customer_overrides.properties ファイル
を使用したプロパティーの指定変更に関する詳細は、
「Sterling Selling and Fulfillment Foundation プロパティー・ガ
イド」を参照してください。

「しきい値の変更」 「最小、最大、および平均応答時間」ラジオ・ボタンが選択さ
れている場合は、「アプリケーション・サーバーの詳細」画面
のグラフにアプリケーション・サーバーの応答時間のしきい値
制限が表示されます。しきい値を変更するには、このボタンを
クリックし、表示されるダイアログで新しいしきい値を入力し
て「適用」をクリックします。

表 11. 「アプリケーション・サーバーの詳細」画面、キャッシュ情報

フィールド 説明
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表 11. 「アプリケーション・サーバーの詳細」画面、キャッシュ情報 (続き)

「キャッシュ・レベル」 このフィールドには、現在使用されているキャッシュ・メモリ
ーが、進行状況表示バーと値 (キロバイト) で表示されます。

キャッシュの進行状況表示バー全体で 100 KB のメモリーを
表します。つまり、キャッシュのバーが 50% となっている場
合は、50 KB のメモリーが使用されています。特定のアプリ
ケーション・サーバーのキャッシングに大量のメモリーが使用
されている場合は、アプリケーション・サーバーのパフォーマ
ンスに影響する可能性があります

アクション 説明

「キャッシュのクリア」 このアクションにより、特定のアプリケーション・サーバーの
キャッシュがすべてクリアされます。

「テーブル・レベルのキャ
ッシュ」

このアクションでは、「テーブル・レベルのキャッシュ・リス
ト」画面に、アプリケーション・サーバーのキャッシュに関す
る詳細情報が表示されます。

「API グループの要約 (API Groups Summary)」画面

この画面には、API グループに関する要約レベルの情報が表示されます。

画面の左側のツリーに、すべての API グループが、それぞれのグループに関連する
API とともに表示されます。各コンポーネントの横にあるアイコンは、そのコンポ
ーネントの現在の状態 (正常、アラートまたは警告) を表しています。ある API グ
ループが選択されると、そのグループに属するすべての API の要約グラフが右側に
表示されます。

要約グラフに表示される API の平均応答時間は、直近の 4 時間における値です。
現在の API の平均応答時間がしきい値を超えている場合は、グラフの背景が赤にな
ります。

API の詳細情報を表示するには、次のいずれかの方法で「API の詳細」画面を表示
します。

v API のグラフをシングルクリック

v API のグラフを右クリックし、「詳細情報」を選択

v ツリー内の API をダブルクリック

v ツリー内の API を右クリックし、「詳細情報」を選択

「API の詳細」画面

この画面には API に関する詳細情報が表示されます。

API の現在の状況 (正常、アラートまたは警告) は、「API 名」フィールドの横に
あるアイコンで表されます。
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デフォルトでは、直近の 4 時間における応答時間 (秒) の最小値、最大値および平
均値がグラフに表示されます。平均応答時間のしきい値は、グラフ上では赤色の水
平線で表されます。

直近の 4 時間における API の呼び出し回数を表示するには、「呼び出し回数」オ
プションを選択します。

Sterling Selling and Fulfillment Foundation の標準 API の一部では、固有の統計情報
も記録されます。例えば、 createOrder という API では、各 API 呼び出しで作成
された注文やオーダー明細の数が記録されます。固有の統計情報を持つ API の詳細
画面が表示されている場合は、「API 固有の統計」オプションでそれら固有の統計
情報のチェック・ボックスが表示されます。API 固有の統計情報をグラフで表示す
るには、「API 固有の統計」オプションを選択してから、表示する統計項目の横の
チェック・ボックスを選択します。複数のチェック・ボックスにチェック・マーク
を付けると、複数の統計情報を同時にグラフに表示できます。

表 12. 「API の詳細」画面、基本情報

フィールド 説明

「API 名」 API の名前

「トレース・ステータス」 現在のトレース・ステータス。API が現在トレースされていな
い場合は「オフ」になります。

アクション 説明

「トレース・ステータスの
変更」

API のトレース・ステータスを変更する場合に選択します。ダ
イアログで新たなトレース・ステータスを選択して「OK」を
クリックします。トレースをオフにするには、ダイアログで
「オフ」を選択します。

「しきい値の変更」 「最小、最大、および平均応答時間」オプションが「API の詳
細」画面で選択されている場合は、現在設定されている応答時
間のしきい値がグラフに表示されます。しきい値を変更するに
は、この「しきい値の変更」ボタンをクリックし、ダイアログ
で新しいしきい値を入力して「適用」をクリックします。

表 13. 「API の詳細」画面、JVM ごとの応答時間

「JVM ごとの応答時間」

ここのリストに表示される JVM は、アプリケーション・サーバーの JVM のうちで、現在
詳細が表示されている API を呼び出したもののみです。ここに表示される情報に基づい
て、API の応答時間がすべての JVM 間で一貫しているかどうかを判断できます。応答時間
が一貫していない場合は、特定の JVM で問題が発生している可能性があります。

フィールド 説明

「ホスト」 ホスト名

「サーバー名」 サーバーの名前

「平均」 平均応答時間 (秒)

「最小」 最小応答時間 (秒)

「最大」 最大応答時間 (秒)

アクション 説明
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表 13. 「API の詳細」画面、JVM ごとの応答時間 (続き)

詳細情報の表示 このリスト内の JVM に対する「アプリケーション・ホストの
要約 (Application Hosts Summary)」画面を開くには、対象の
JVM を選択してこのボタンをクリックします。

表 14. 「API の詳細」画面、実装されたユーザー出口

「実装された外部プログラム」

ユーザー出口のグラフの上に、実装されたそれぞれのユーザー出口に対応するラジオ・ボタ
ンが表示されます。各ユーザー出口の統計情報は、ラジオ・ボタンの選択を変更して表示す
ることもできます。

デフォルトでは、直近の 4 時間におけるユーザー出口の応答時間 (秒) の最小値、最大値お
よび平均値がグラフに表示されます。 直近の 4 時間におけるユーザー出口の呼び出し回数
も、ユーザー出口のグラフの「呼び出し回数」オプションを選択して表示できます。

アクション 説明

「トレース・ステータスの
変更」

ユーザー出口のトレース・ステータスを変更する場合に選択し
ます。ダイアログで新たなトレース・ステータスを選択して
「OK」をクリックします。トレースをオフにするには、ダイ
アログで「オフ」を選択します。

「エージェントと統合サーバーの要約 (Agent and Integration Server
Summary)」画面

この画面には、エージェント・グループまたは統合サーバー・グループに関する要
約レベルの情報が表示されます。

画面の左側のツリーに、すべてのエージェント・グループまたは統合サーバー・グ
ループが、それぞれのグループに関連するエージェントおよび統合サーバーととも
に表示されます。各エージェントの横にあるアイコンは、そのエージェントの現在
の状態 (正常、アラートまたは警告) を表しています。特定のエージェント・グルー
プまたは統合サーバー・グループが選択されると、エージェント・グループの場合
は、画面の右上にそのグループのすべてのエージェントに関するサマリー・グラフ
が表示されます。同様に、統合サーバー・グループの場合は、画面の右下にそのグ
ループのすべての統合サーバーに関するサマリー・グラフが表示されます。

エージェントのサマリー・グラフには、直近の 4 時間の保留タスク数が表示されま
す。エージェントの保留タスク数が現時点でしきい値を超えている場合は、グラフ
の背景が赤く表示されます。

統合サーバーのサマリー・グラフでは、直近の 4 時間の処理速度が表示されます。

エージェントの詳細情報を表示するには、次のいずれかの方法で「エージェントと
統合サーバーの詳細 (Agent and Integration Server Detail)」画面に進みます。

v エージェントのグラフをシングルクリック

v エージェントのグラフを右クリックして、「詳細情報」を選択

v ツリー内のエージェントをダブルクリック
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v ツリー内のエージェントを右クリックして、「詳細情報」を選択

「エージェントと統合サーバーの詳細 (Agent and Integration Server
Detail)」画面

この画面には、エージェントと統合サーバーの詳細情報が表示されます。エージェ
ントと統合サーバーのそれぞれで、画面の表示方法が異なります。

現在の状況 (正常、アラートまたは警告) を表すアイコンは、エージェントの場合は
「サービス名」フィールドの横、統合サーバーの場合は「サブサービス名」フィー
ルドの横にあります。

エージェントの場合は、デフォルトで直近の 4 時間の保留タスクが画面に表示され
ます。保留タスクのしきい値は、グラフ上に赤色の水平線で表示されます。エージ
ェントの保留タスクの問題をトラブルシューティングするには、 18ページの『エー
ジェント・サーバーの保留タスクに関する問題の解決』を参照してください。

エージェントについて、直近の 4 時間の処理速度 (1 時間あたりのタスク数) を表
示するには、「処理速度」オプションを選択します。

注: 他のエージェントとは異なり、ヘルス・モニターの詳細画面では、デフォルト
の統計情報として処理速度が表示されます。つまり、グラフ上にプロットされてい
るのは処理速度であり、保留タスク数に関するデータはありません。

エージェントによっては、そのエージェントに固有の統計情報が記録されることも
あります。例えば、scheduleOrder というエージェントでは、バックオーダーの注文
数やスケジュール済みの注文数が、エージェントの実行中に記録されます。詳細画
面が開かれたエージェントが、そのエージェントに固有の統計情報を持つ場合は、
「エージェント固有の統計」オプションのチェック・ボックスが表示されます。エ
ージェント固有の統計情報をグラフで表示するには、「エージェント固有の統計」
オプションを選択後、グラフで表示する統計項目の横にあるチェック・ボックスを
正しく選択します。複数のチェック・ボックスにチェック・マークを付けて、複数
の統計情報を同時にグラフ表示できます。他のエージェントの統計情報に関する詳
細は、「Sterling Selling and Fulfillment Foundation アプリケーション・プラットフ
ォーム構成ガイド」の時間トリガー・トランザクションの説明を参照してくださ
い。

統合サーバーの場合は、デフォルトでその統合サーバーの直近の 4 時間の処理速度
が画面に表示されます。

統合サーバーの直近の 4 時間における最小値、最大値および平均応答時間 (秒) を
表示するには、「最小、最大、および平均応答時間」オプションを選択します。

表 15. 「エージェントと統合サーバーの詳細 (Agent and Integration Server Detail)」画面、
エージェントの基本情報

エージェントとサーバーの基本情報フィールド

サービス名 時間トリガー・トランザクションに関するエージェント条件
ID
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表 15. 「エージェントと統合サーバーの詳細 (Agent and Integration Server Detail)」画面、
エージェントの基本情報 (続き)

「サーバー名」 エージェントのインスタンスが実行中 (エージェントが始動し
ていない場合は、実行予定) のサーバー。このパラメーターに
関する詳細は、「Sterling Selling and Fulfillment Foundation イ
ンストール・ガイド」を参照してください。

「JMS キュー名」 エージェントにより処理されるメッセージが含まれる JMS キ
ューの名前

「初期コンテキスト・ファ
クトリー」

リモートの Java クライアントが接続できるようにするため
の、アプリケーション・サーバー用の初期コンテキストの実装
を備えたクラス。初期コンテキスト・ファクトリーに関する詳
細は、「Sterling Selling and Fulfillment Foundation アプリケー
ション・プラットフォーム構成ガイド」を参照してください。

「QCF ルックアップ」 キュー接続ファクトリーの名前。この名前は、Sterling Selling

and Fulfillment Foundation が実行されているアプリケーショ
ン・サーバーで構成された JMS 接続ファクトリーに対応しま
す。

「プロバイダー URL」 JMS キューへのアクセスに使用されるプロトコルおよびアド
レスが存在する URL

「初期スレッド数」 エージェントが始動したときの、トランザクションで同時に実
行されるスレッド数の初期値を示しています。エージェント・
サーバーが現在使用しているスレッドの数は、「エージェント
と統合サーバーのインスタンスの詳細 (Agent and Integration

Server Instance Detail)」画面で変更できます。

「完了に必要な時間 (分)」 エージェントがレコードを処理している (処理速度が適切であ
り、保留タスクが残っている) ときに、エージェントがすべて
の保留タスクを完了するまでに要すると予測される時間 (分単
位) がこのフィールドに表示されます。この予測値は、エージ
ェントの処理速度が一定で保留タスク数が増加しないことを前
提としています。

「保留中のジョブの統計が
収集されました」

保留ジョブの統計を収集するかどうかを指定するフラグ。デフ
ォルト値は N です。
注: ヘルス・モニター・エージェントでは、保留ジョブに関し
て使用可能なデータはありません。このため、処理速度がデフ
ォルトの統計情報となります。

「トレース・ステータス」 エージェントが現在トレースされていない場合、そのエージェ
ントの現在のトレース・ステータスは「オフ」です。
注: コンポーネント名が All 以外のヘルス・モニターの場
合、トレース・ステータスは「オフ」です。例えば、ヘルス・
モニター・トレースの唯一のコンポーネントが APIMonitor で
ある場合、「トレース・ステータス」は「オフ」です。

統合サーバーの基本情報フィールド

サブサービス名 統合サービスをサービス・ビルダーで作成するときに指定され
る固有ランタイム ID。サービス・ビルダーに関する詳細は、
「Sterling Selling and Fulfillment Foundation アプリケーショ
ン・プラットフォーム構成ガイド」を参照してださい。
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表 15. 「エージェントと統合サーバーの詳細 (Agent and Integration Server Detail)」画面、
エージェントの基本情報 (続き)

「サーバー名」 統合サーバーのインスタンスが実行中 (サーバーが始動してい
ない場合は、実行予定) のサーバー。このパラメーターに関す
る詳細は、「Sterling Selling and Fulfillment Foundation インス
トール・ガイド」を参照してください。

「初期スレッド数」 統合サーバーが最初に始動したときには、この値は統合サーバ
ーで同時に実行する必要のあるスレッド数を示しています。統
合サーバーが現在使用しているスレッドの数は、変更可能で
す。

「トレース・ステータス」 統合サーバーの現在のトレース。統合サーバーが現在トレース
されていない場合は「オフ」です。

アクション 説明

「トレース・ステータスの
変更」

エージェントまたは統合サーバーのトレース・ステータスを変
更する場合に選択します。ダイアログで新たなトレース・ステ
ータスを選択して「OK」をクリックします。トレースをオフ
にする場合は、ダイアログで「オフ」を選択します。

「しきい値の変更」 エージェントを表示するときに、保留タスクのラジオ・ボタン
が選択されていると、保留タスクのしきい値の現在の設定値が
グラフの下に表示されます。しきい値を変更するには、この
「しきい値の変更」ボタンをクリックし、ダイアログで新しい
しきい値を入力して「適用」をクリックします。

表 16. 「エージェントと統合サーバーの詳細 (Agent and Integration Server Detail)」画面、
エージェントまたは統合サーバーが実行されているサーバー

フィールド 説明

「ホスト名」 サーバーが実行されている物理マシンの名前

「サーバー ID」 サーバー固有の ID

「スレッド数」 サーバーのエージェントが使用するスレッドの数

アクション 説明

詳細情報の表示 サーバーの詳細情報を表示するには、リスト内の該当するサー
バーを選択してからこのボタンをクリックします。すると、
「エージェントと統合サーバーのインスタンスの詳細 (Agent

and Integration Server Instance Detail)」画面が表示されます。

表 17. 「エージェントと統合サーバーの詳細 (Agent and Integration Server Detail)」画面、
最近のエラー

最近のエラー

エージェントまたは統合サーバーで最近発生した 10 個のエラーが表示されます。次のエラ
ー情報は、エージェントまたは統合サーバーで発生している問題の解決に役立つ場合があり
ます。

フィールド 説明

コード エラー・コード

日付 エラーが発生した日付と時刻

説明 エラーの説明
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「エージェントと統合サーバーのインスタンスの詳細 (Agent and
Integration Server Instance Detail)」画面

この画面には、現在実行中のサーバーに関する情報が表示されます。

表 18. 「エージェントと統合サーバーのインスタンスの詳細 (Agent and Integration Server
Instance Detail)」画面、ヘッダー

フィールド 説明

「ホスト名」 サーバー・プロセスが実行されている物理ホストの名前

「サーバー ID」 サーバー固有の ID

「サーバー名」 サーバー固有の名前

「サーバーのタイプ」 サーバーのタイプ

ステータス (Status) サーバーの状況。「アクティブ」または「一時中断」

アクション 説明

「サーバーのシャットダウ
ン」

サーバーをシャットダウンする場合に選択します。

「サーバーの中断」 サーバーを中断する場合に選択します。このアクションが使用
可能なのは、サーバーがアクティブの場合のみです。
注: このアクションはヘルス・モニター・エージェントには使
用できません。

「サーバーの再開」 サーバーを再開する場合に選択します。 このアクションが使
用可能なのは、サーバーが中断状態の場合のみです。
注: このアクションはヘルス・モニター・エージェントには使
用できません。

「テーブル・レベルのキャ
ッシュ」

サーバーのテーブル・レベルのキャッシュ情報を表示する場合
に選択します。「テーブル・レベルのキャッシュ・リスト」画
面が表示されます。

「キャッシュのクリア」 サーバーのキャッシュをクリアする場合に選択します。

「プロパティーの表示」 サーバーのプロパティー (yfs.properties ファイルで指定さ
れたもの) を表示する場合に選択します。「サーバーのプロパ
ティー」画面のリストに、プロパティーとそれに対応する値が
すべて表示されます。これらのプロパティーをシステム管理コ
ンソールから変更することはできません。これらのプロパティ
ーの変更はすべて <INSTALL_DIR>/properties/

customer_overrides.properties ファイルで行う必要がありま
す。 customer_overrides.properties ファイルを使用したプ
ロパティーの指定変更に関する詳細は、「Sterling Selling and

Fulfillment Foundation プロパティー・ガイド」を参照してくだ
さい。

表 19. 「エージェントと統合サーバーのインスタンスの詳細 (Agent and Integration Server
Instance Detail)」画面、サーバーで実行されているエージェントまたはサービス

フィールド 説明

サービス名 サービスの名前

ステータス (Status) サービスの状況。「アクティブ」または「一時中断」

「スレッド数」 サービスで使用されるスレッドの数
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表 19. 「エージェントと統合サーバーのインスタンスの詳細 (Agent and Integration Server
Instance Detail)」画面、サーバーで実行されているエージェントまたはサービス (続き)

アクション 説明

「一時中断」 サーバーで実行中のサービスを中断する場合は、適切なサービ
ス (複数の場合あり) を選択して、「一時中断」をクリックし
ます。このアクションが使用可能なのは、サービスがアクティ
ブの場合のみです。
注: このアクションはヘルス・モニター・エージェントには使
用できません。

「再開」 サーバーで実行中のサービスを再開する場合は、適切なサービ
ス (複数の場合あり) を選択して、「再開」をクリックしま
す。このアクションが使用可能なのは、サービスが中断状態の
場合のみです。
注: このアクションはヘルス・モニター・エージェントには使
用できません。

「スレッド変更の適用」 サーバーで実行中のサービスで使用されているスレッドの数を
変更する場合は、表内で変更が必要なサービスの「スレッド
数」セルをダブルクリックします。入力欄で新しい値を設定
し、「スレッド変更の適用」をクリックします。

この画面でスレッドに対して行われる変更は、一時的なもので
す。サーバーの再始動時に、サーバーに構成されているスレッ
ド数の初期値が使用されます。スレッド数の初期値の設定に関
する詳細は、「Sterling Selling and Fulfillment Foundation アプ
リケーション・プラットフォーム構成ガイド」を参照してくだ
さい。
注: このアクションはヘルス・モニター・エージェントには使
用できません。

クローズ このアクションによって画面が閉じられます。

1 つのサーバー・インスタンスで複数のエージェントまたはサブサービスが実行さ
れる場合が実際にあります。例えば、2 つの異なるエージェント条件が同じサーバ
ー名で実行されるように構成される場合があります。この名前のサーバーが実行さ
れると、実際に両方のエージェントが実行されます。

「JMS キューの要約 (JMS Queue Summary)」画面

この画面には、JMS キュー・グループに関する要約レベルの情報が表示されます。

画面の左側のツリーに、すべての JMS キュー・グループが、それぞれのグループ
関連する JMS キューとともに表示されます。各コンポーネントの横にあるアイコ
ンは、そのコンポーネントの現在の状態 (正常、アラートまたは警告) を表していま
す。ある JMS キュー・グループが選択されると、そのグループの JMS キューすべ
ての要約グラフが右側に表示されます。

要約グラフには、直近の 4 時間における JMS キューのメッセージ数が表示されま
す。現在のキューのメッセージ数がしきい値を超えている場合は、グラフの背景が
赤になります。

42 Sterling Selling and Fulfillment Foundation: システム管理ガイド



JMS キューの詳細情報を表示するには、次のいずれかの方法で「JMS キューの詳
細」画面に進みます。

v JMS キューのグラフをシングルクリック

v JMS キューのグラフを右クリックし、「詳細情報」を選択

v ツリー内の JMS キューをダブルクリック

v ツリー内の JMS キューを右リックし、「詳細表示」を選択

「JMS キューの詳細」画面

この画面には、モニターされている JMS キューに関する詳細情報が表示されま
す。表示されるフィールドは、キューのタイプにより異なります。

表 20. 「JMS キューの詳細」

WebLogic のフィールド 説明

Name キュー固有の名前。この名前を使用して、システム管理コンソ
ール内のキューが一意的に識別されます。

モニターされているキューの現在の状況 (正常、アラートまた
は警告) は、このフィールドの横のアイコンで表されます。

キュー名 WebLogic でのキューの名前 (JNDI 名とは別)

「プロバイダー URL」 JMS キューへのアクセスに使用されるプロトコルおよびアド
レスが存在する URL。例えば、t3://localhost:7001

JBoss のフィールド 説明

Name キュー固有の名前。この名前を使用して、システム管理コンソ
ール内のキューが一意的に識別されます。

モニターされているキューの現在の状況 (正常、アラートまた
は警告) は、アイコンによって表されます。

キュー名 JMS キューの JNDI 名

「プロバイダー URL」 JMS キューへのアクセスに使用されるプロトコルおよびアド
レスが存在する URL。例えば、jnp://localhost:1099

MQSeries のフィールド 説明

Name キュー固有の名前。この名前を使用して、システム管理コンソ
ール内のキューが一意的に識別されます。

モニターされているキューの現在の状況 (正常、アラートまた
は警告) は、このフィールドの横のアイコンで表されます。

キュー名 MQSeries でのキューの名前 (JNDI 名とは別)

「キュー・マネージャー」 キューが属する MQ キュー・マネージャーの名前

「ホスト名」 指定されたキュー・マネージャーが存在する MQSeries サーバ
ーのホスト名

「ポート」 指定されたキュー・マネージャーで使用可能な MQSeries サー
バーのポート番号

「チャネル名」 指定されたキュー・マネージャーにクライアントが接続するた
めに使用可能なチャネルの名前

フィールド 説明
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表 20. 「JMS キューの詳細」 (続き)

「キューの深さ」 JMS キュー内のメッセージ数 (キューの深さ) が直近の 4 時
間で収集された場合、グラフにその統計情報が表示されます。

「しきい値」 現在設定されているしきい値制限も、グラフに赤の水平線で表
示されます。

アクション 説明

「しきい値の変更」 グラフに現在のしきい値制限が表示されます。しきい値を変更
するには、この「しきい値の変更」ボタンをクリックし、ダイ
アログで新しいしきい値を入力して「適用」をクリックしま
す。

「モニター・グループの詳細」画面

この画面は、モニター・グループの新規作成または既存のモニター・グループの変
更に使用されます。モニター・グループは、システム管理コンソールでモニターさ
れるシステム・コンポーネントの集まりです。

表 21. 「モニター・グループの詳細」

フィールド 説明

「グループ名」 モニター・グループの名前

アクション 説明

保存 (Save) 変更を保存してウィンドウを閉じます。

キャンセル (Cancel) 変更を保存せずにウィンドウを閉じます。

表 22. 「モニター・グループの詳細」画面、「API」タブ

「API」タブ

「API」タブでは、API をモニター・グループに追加したり、モニター・グループから削除
したりできます。

左側の「登録可能 (Available)」パネルには、モニター・グループに登録可能な API が表示
されます。右側の「登録済み」パネルには、現在モニター・グループに登録されている API

が表示されます。

アイコン アイコンの名前 説明

右矢印 API をグループに追加するには、登
録可能な API のリストから対象の
API を選択して、このボタンをクリ
ックします。

左矢印 API をグループから削除するには、
登録済みの API のリストから対象
の API を選択して、このボタンを
クリックします。

フィールド 説明

「API 名」 API の名前
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表 22. 「モニター・グループの詳細」画面、「API」タブ (続き)

「サービスかど
うか」

このフィールドは、API がカスタム・サービスであるかどうかを示しま
す。API が Sterling Selling and Fulfillment Foundation の標準 API である
場合は、このカラムにチェック・マークは付きません。

アクション 説明

「グループ化さ
れていない API

のみを表示」

デフォルトでは、他のモニター・グループにまだ登録されていない API

のみが、登録可能な API のリストに表示されます。すべての API のリス
トを表示するには、登録可能な API のリストでこのチェック・ボックス
を選択解除します。それによって、同じ API を複数のモニター・グルー
プに追加できるようになります。

表 23. 「モニター・グループの詳細」画面、「エージェント」タブ

「エージェント」タブ

「エージェント」タブでは、エージェントをモニター・グループに追加したり、モニター・
グループから削除したりできます。

左側の「登録可能 (Available)」パネルには、モニター・グループに登録可能なエージェント
が表示されます。右側の「登録済み」パネルには、現在モニター・グループに登録されてい
るエージェントが表示されます。

アイコン 説明

右矢印 エージェントをグループに追加するには、登録可能なエージェ
ントのリストから対象のエージェントを選択して、このボタン
をクリックします

左矢印 エージェントをグループから削除するには、登録済みのエージ
ェントのリストから対象のエージェントを選択して、このボタ
ンをクリックします。

フィールド 説明

「エージェント ID」 エージェントの ID

アクション 説明

「グループ化されていない
エージェントのみを表示」

デフォルトでは、登録可能なエージェントのリストには、他の
モニター・グループに登録されていないエージェントのみが表
示されます。すべてのエージェントを表示するには、登録可能
なエージェントのリストでこのチェック・ボックスを選択解除
します。それによって、同じエージェントを複数のモニター・
グループに追加できるようになります。

表 24. 「モニター・グループの詳細」画面、「JMS キュー」タブ

「JMS キュー」タブ

「JMS キュー」タブでは、JMS キューをモニター・グループに追加したり、モニター・グ
ループから削除したりできます。

モニター・グループ内の JMS キューを変更したあとで、ヘルス・モニター・エージェント
を再始動して変更を反映する必要があります。

フィールド 説明

「JMS キュー名」 JMS キューの名前

アクション 説明

第 3 章 システム管理コンソール画面の説明 45



表 24. 「モニター・グループの詳細」画面、「JMS キュー」タブ (続き)

追加 JMS キューをモニター・グループに追加するには、このアク
ションを選択します。

変更 JMS キューに関する値を変更するには、リストから JMS キ
ューを選択してこのアクションを選択します。

削除 JMS キューをモニター・グループから削除するには、リスト
から JMS キューを選択してこのアクションを選択します。

Oracle WebLogic JMS を使用していて、ヘルス・モニターから「ユーザー
<anonymous> には weblogic.management.adminhome でルックアップ操作を実行する
権限がありません。 (The User <anonymous> does not have permission on

weblogic.management.adminhome to perform lookup operation)」というエラー・メッ
セージが表示された場合は、Oracle WebLogic コンソールで匿名 Admin のルックア
ップを有効化する必要があります。

例えば、Oracle WebLogic コンソールで「base_domain」>「セキュリティ」>「一
般」を選択し、「匿名Adminのルックアップを有効化」チェック・ボックスにチェッ
ク・マークを付けます。

「トレース対象コンポーネントのリスト (Traced Components List)」画
面

この画面には、現在トレースされているコンポーネントがすべて表示されます。

表 25. 「トレース対象コンポーネントのリスト (Traced Components List)」

フィールド 説明

「コンポーネント・タイ
プ」

コンポーネントのタイプ

「コンポーネント名」 コンポーネントの名前

「トレース・レベル」 トレースのレベル

アクション 説明

追加 コンポーネントをトレースするには、このボタンをクリックし
ます。「トレース対象コンポーネントの詳細 (Trace

Component Details)」画面が表示されます。

削除 1 つ以上のコンポーネントのトレースを停止するには、「トレ
ース対象コンポーネントのリスト (traced components list)」で
対象のコンポーネント (1 つまたは複数) を選択して、このボ
タンをクリックします。

クローズ この画面を閉じるときにクリックします。

コンポーネント・トレースの概念
アプリケーションの実行中にコンポーネントの詳細情報が必要になった場合には、
コンポーネント・トレースが役に立ちます。一般的にトレースが必要になるのは、
正常に実行されていないコンポーネントや応答時間の遅いコンポーネントについ
て、問題の原因を究明する場合のみです。
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コンポーネントに対してトレースが有効になっていると、追加のメッセージが適切
な場所に出力されます。この出力先はロギングの構成によって決まります。ロギン
グに関する詳細は、「Sterling Selling and Fulfillment Foundation インストール・ガ
イド」を参照してください。

「トレース対象コンポーネントの詳細 (Trace Component Details)」画面

この画面は、コンポーネントのトレースを開始するために使用されます。

表 26. 「トレース対象コンポーネントの詳細 (Trace Component Details)」

フィールド 説明

「コンポーネント・タイ
プ」

トレースするコンポーネントのタイプとして、次のいずれかを
選択します。

「API」 - Sterling Selling and Fulfillment Foundation の標準
API をトレースします。

「外部プログラム」 - 実装されたユーザー出口をトレースし
ます。

「サービス」 - サービス・ビルダーを使用して作成されたサ
ービスをトレースします。

「エージェント」 - エージェントをトレースします。

「アプリケーション・コンソール」 - アプリケーション・コ
ンソールのユーザー・インターフェース層をトレースします。

「Web UI フレームワーク・コンソール 」 - Web ユーザ
ー・インターフェース・フレームワーク・コンソールをトレー
スします。

「ヘルス・モニター」 - ヘルス・モニターをトレースしま
す。

「コンポーネント名」 コンポーネント・タイプが選択されると、そのタイプで使用可
能なコンポーネントが「コンポーネント名」フィールドに表示
されます。トレース対象のコンポーネントをこのフィールドか
ら選択します。

例えば、ヘルス・モニター・エージェントでトレース可能なコ
ンポーネントは、次のとおりです。

v JNDICleanup

v HealthMonitorPurge

v AgentMonitor

v APIMonitor

v AppServerMonitor

v JMSMonitor

v HeartbeatMonitor

v All
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表 26. 「トレース対象コンポーネントの詳細 (Trace Component Details)」 (続き)

「トレース・レベル」 適切なトレース・レベルを選択します。トレース・レベルによ
って、出力される追加情報の種類が決まります。選択可能なト
レース・レベルは、次のとおりです。

「タイマー」 - 各種イベントの完了に要する時間に関する追
加情報。パフォーマンスの問題を解決するときに、特定のコン
ポーネントのどの部分で完了までに最長の時間を要しているか
を調べるために役立ちます。

「SQLDebug」 - コンポーネントで実行される SQL データベ
ース文に関する追加情報。実際に呼び出されたデータベース文
を調べるために役立ちます。この情報は、パフォーマンスの問
題を解決したり、データベースを調整してパフォーマンスを最
適化したりするために使用できます。パフォーマンスのチュー
ニングに関する詳細は、「Sterling Selling and Fulfillment

Foundation パフォーマンス管理ガイド」を参照してくださ
い。

「デバッグ」 - コンポーネントに関する各種の追加情報。コ
ンポーネントが予期したとおりに実行されていない原因をデバ
ッグするときに役立つことがあります。

「冗長」 - コンポーネントに関して参照可能なあらゆる追加
情報。このトレース・レベルでは、他のすべてのトレース・レ
ベルで提供される情報が補完され、その他に参照可能なさまざ
まな情報が出力されます。コンポーネントに関して参照可能な
情報を最大限に得られるようにするには、このトレース・レベ
ルを選択します。

注意: コンポーネントをトレースすると追加情報の出力が必要
になるため、そのコンポーネントのパフォーマンスが低下しま
す。いずれのコンポーネントに対しても、トレースを長時間オ
ンにしておくことは推奨されません。

アクション 説明

「適用」 コンポーネントのトレースを開始する場合にクリックします。

キャンセル (Cancel) 設定を保存せずにウィンドウを閉じる場合にクリックします。

「テーブル・レベルのキャッシュ・リスト」画面

この画面での変更は一時的なものです。対象のサーバーが再始動すると、この画面
での変更は無効になります。特定のデータベース・テーブルのキャッシュの上限を
有効化、無効化または変更して、その設定をそのままずっと維持する必要がある場
合は、必要なエントリーを <INSTALL_DIR>/properties/

customer_overrides.properties ファイルに追加して dbclassCache.properties の
設定をオーバーライドする必要があります。

この画面では、ある特定のサーバー (アプリケーション・サーバー、エージェン
ト・サーバーまたは統合サーバー) に関するテーブル・レベルのキャッシュ情報を
表示および変更できます。アプリケーション・サーバーのキャッシュ情報の表示に
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関する詳細は、 21ページの『アプリケーション・サーバーのキャッシュ情報の表
示』を参照してください。この画面で有効化、無効化、クリアまたは制限の変更な
どの変更アクションを行う場合は、現在表示している個々のサーバーのキャッシュ
のみが変更されます。

表 27. 「テーブル・レベルのキャッシュ・リスト」

フィールド 説明

クラス (Class) 1 つのデータベース・テーブルに対応するクラスの名前

「使用可能」 このデータベース・テーブルのキャッシングが有効な場合は、
このフィールドのチェック・ボックスにチェック・マークが付
けられます。

「キャッシュの上限」 このデータベース・テーブルのキャッシュ対象オブジェクトの
最大数

「論理読み取り」 キャッシュから正常に取得された読み取りの回数

「物理読み取り」 キャッシュから取得されなかった読み取りの回数

「ヒット比率」 このデータベース・テーブルにおけるキャッシングのヒット
率。キャッシュ率は 1 に近いことが理想です。キャッシュ率
が 0 に近い場合は、キャッシュ対象のオブジェクトが頻繁に
はアクセスされていません。この数値は、論理読み取りの合計
数を読み取り (論理読み取りと物理読み取り) の合計数で割っ
て算出します。

「選択項目数」 キャッシュされている SELECT 節の数

「リスト数」 キャッシュされている LIST 節の数

「キャッシュ・クリア回数
(Cache Clear Count)」

このテーブルにおけるキャッシュ・クリア回数。キャッシュ・
クリアが頻発する場合は、このテーブルへのアクセスに何らか
の問題が生じている可能性があります。

「キャッシュしたオブジェ
クト」

現在キャッシュ内にあるオブジェクトの総数

アクション 説明

「キャッシュ使用可能」 特定のデータベース・テーブルでキャッシングを有効にするに
は、対象のデータベース・クラスを選択してこのボタンをクリ
ックします。このアクションが有効なのは、選択されたテーブ
ルのキャッシングが無効な場合のみです。

「キャッシュを無効にす
る」

特定のデータベース・テーブルでキャッシングを無効にするに
は、対象のデータベース・クラスを選択してこのボタンをクリ
ックします。このアクションが有効なのは、選択されたテーブ
ルのキャッシングが有効な場合のみです。

「キャッシュのクリア」 特定のデータベース・テーブルのキャッシュ・メモリーをクリ
アするには、対象のデータベース・クラスを選択してこのボタ
ンをクリックします。

「キャッシュ上限の変更」 特定のデータベース・テーブルのキャッシュの上限を変更する
には、対象のデータベース・クラスを選択してこのボタンをク
リックします。ダイアログで新たなキャッシュの上限を入力し
て「OK」をクリックします。

クローズ ウィンドウを閉じるときにクリックします。
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「稼働中のエージェントまたは統合サーバー (Live Agent or Integration
Servers)」画面

この画面には、現在実行されているエージェントと統合サーバーがすべて表示され
ます。

表 28. 稼働中のエージェントまたは統合サーバー

フィールド 説明

「サーバー ID」 サーバー固有の ID

「サーバー名」 サーバー固有の名前

ステータス (Status) サーバーの状況。アクティブ、中断状態、シャットダウン中の
いずれかです。

アクション 説明

「サーバーのシャットダウ
ン」

「稼働中のエージェントまたは統合サーバー (Live Agent or

Integration Servers)」画面でエージェントまたは統合サーバー
をシャットダウンするには、リストから目的のサーバーを選択
してこのボタンをクリックします。リストから複数のサーバー
を選択して同時にシャットダウンすることもできます。

「サーバーの中断」 サーバーを中断するには、リストから目的のサーバーを選択し
てこのボタンをクリックします。このアクションは、稼働中の
サーバーに対してのみ実行できます。
注: このアクションはヘルス・モニター・エージェントには使
用できません。

「サーバーの再開」 サーバーを再開するには、リストから目的のサーバーを選択し
てこのボタンをクリックします。このアクションは、中断状態
のサーバーに対してのみ実行できます。
注: このアクションはヘルス・モニター・エージェントには使
用できません。

クローズ ウィンドウを閉じるときにクリックします。
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第 4 章 システム管理操作

システム管理コンソールの概要
このトピックでは、システム管理コンソール固有の作業を行う方法について説明し
ます。

アプリケーションで構成された正当なユーザーは、すべてシステム管理コンソール
にログインできます。ユーザーがシステム管理コンソール画面にアクセスするに
は、そのユーザーが SMA_Admin メニュー・グループに関連付けられている必要が
あります。SMA_Admin メニュー・グループは、この UI 用に追加された新しいメ
ニューです。このメニューには、コロニー管理 UI 用およびシステム管理コンソー
ル用のドロップダウンがあります。

システム管理コンソール画面は、権限により制御されます。ユーザーに関連付けら
れたユーザー・グループは、システム管理コンソールの画面やアクションへのアク
セスに必要なすべての権限を持っている必要があります。

システム管理コンソールを起動するには、次の URL を入力します。

http://<IP_Address>:<Port_No>/sma/sma/console/login.jsp

データベース・プール管理の概要
システム管理コンソールには、データベース・プール管理用のメニュー項目と UI

画面があります。システム管理コンソールの画面を使用して、既存のデータベー
ス・プールを検索、変更および削除できます。また、新規にデータベース・プール
を追加することもできます。

ここで説明するタスクの場合は、システム管理コンソールの「データベース・プー
ル管理」画面を使用してください。

データベース・プールの検索
このタスクについて

データベース・プールを検索するには、「システム」>「データベース・プール管
理」とナビゲートします。すると、「DB プールの検索」画面が表示されます。

表 29. 「DB プールの検索」ウィンドウ

フィールド 説明

「DB プールの検索」

「プール ID」 ドロップダウン・リストから検索条件を選択して、テキスト・
ボックスにデータベース・プール ID の値を入力します。

検索 データベース・プールの詳細を表示するには、このボタンをク
リックします。

リセット データベース・プールの詳細をクリアするには、このボタンを
クリックします。
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表 29. 「DB プールの検索」ウィンドウ (続き)

フィールド 説明

「DB プール・リスト」

「プール ID」 データベース・プールの識別番号

「URL」 データベース・プールに接続するための URL

ユーザー データベース・プールに関連付けられたユーザー名

「DB プールの作成」 データベース・プールを新規に作成するには、このボタンをク
リックします。

「DB プールの詳細」 データベース・プールの詳細を表示または編集するには、この
ボタンをクリックします。

「DB プールの削除」 既存のデータベース・プールを削除するには、このボタンをク
リックします。

データベース・プールの追加
このタスクについて

新しいデータベース・プールを追加する手順は、次のとおりです。

手順

「DB プール・リスト」パネルで、「DB プールの追加 (Add DBPool)」を選択しま
す。すると、「DB プールの管理」ポップアップ・ウィンドウが表示されます。

表 30. 「DB プールの管理」ウィンドウ

フィールド 説明

「DB プールの管理」

「プール ID」 新しいデータベース・プールの固有 ID を入力します。

保存 (Save) 新規データベース・プールの詳細を保存するには、このボタン
をクリックします。

リセット データベース・プールの詳細をクリアするには、このボタンを
クリックします。

「プール・パラメーター・リスト」

Name 所定のデータベース・プールに関連付けるパラメーターの名
前。デフォルトでは、データベース・プールの新規作成時に次
のパラメーターが「プール・パラメーター・リスト」に追加さ
れます。

v 「ユーザー (user)」 ― データベース・プールに接続するた
めのユーザー名を入力します。

v 「パスワード (password)」 ― データベース・プールに接続
するためのパスワードを入力します。

v 「URL (url)」 ― データベース・プールに接続するための
JDBC URL を入力します。JDBC URL は、
jdbc:{DBType}://{HostName}:{Port}/{schema}?{prop} という
形式である必要があります。

v 「ドライバー (driver)」 ― データベース・プールの JDBC

ドライバー名を入力します。
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表 30. 「DB プールの管理」ウィンドウ (続き)

フィールド 説明

値 パラメーターの値

「パラメーターの追加」 データベース・プールに関連付けるパラメーターを新規追加す
るには、このボタンをクリックします。

「パラメーターの削除」 選択されたパラメーターを「プール・パラメーター・リスト」
から削除するには、このボタンをクリックします。

注: JDBC データ・ソースを使用する場合は、まず JDBC データ・ソースを作成し
てから、同じ名前でプールを作成する必要があります。

データベース・プールの構成に対する有効日付パラメーターの追加
このタスクについて

データベース・プールに対して、有効日付とパスワードのパラメーターを追加でき
ます。有効日付を使用すると、データベース・プールの構成が一連の指定された日
付範囲に従って使用されるように制限できます。また、有効日付のほかに、その日
付に対応する有効なパスワードをデータベース・プールの構成に対して定義できま
す。データベース・プールの構成に対する有効日付とパスワードのパラメーターを
定義するには、次のように <名前> と <値> のペアを定義します。

手順
1. 「名前」列に effective.1 を追加して、「値」列のドロップダウン・ウィンドウか
ら日付と時刻を選択します (例えば、2009-07-16T15:00:00)。

タイム・スタンプを選択せずに有効日付のみを選択した場合、システムのデフォ
ルトでタイム・スタンプは現在のタイム・スタンプになります。

2. 同様に「名前」列に password.1 を追加し、「値」列に必要な値 (例えば、
mypassword) を追加します。

この場合、password.1 パラメーターで定義された mypassword というパスワード
は、effective.1 パラメーターで定義された 2009 年 7 月 16 日の午後 3 時に有
効になります。

effective.n と password.n のパラメーター名には、大/小文字の区別があります。
また、現在のデータベース・パスワードが、有効日付よりも前でまだ無効である
場合には、前回の有効なパスワードを使用してデータベース接続が確立されま
す。

次の図に示すように、1 つのデータベース・プールの構成に対して有効日付とパ
スワードのパラメーターを複数定義できます。
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図 1 の例では、属性 effective.1 と effective.2 の番号 (1、2) は任意の数値であ
り、順序を表すものではありません。Sterling Selling and Fulfillment Foundation

では、属性に対して順序どおりに番号を付けなければいけないという制約はあり
ません。ただし、属性値に対して入力される日付は、その属性のパスワードと関
連付けられます。例えば 図 1 では、password.2 (effective.2 に関連付けられてい
る) は 7 月 22 日の水曜日に有効になり、password.1 (effective.1 に関連付けら
れている) は 10 月 22 日の木曜日に有効になります。

3. コロニーを追加した後には、テーブルとビューを生成する必要があります。テー
ブルの生成については、「Sterling Selling and Fulfillment Foundation マルチ・テ
ナント・エンタープライズ・ガイド」を参照してください。DBverify の実行およ
びビューの追加については、「Sterling Selling and Fulfillment Foundation インス
トール・ガイド」を参照してください。

データベース・プールの変更
このタスクについて

データベース・プールを変更する手順は、次のとおりです。

手順

「DB プール・リスト」パネルで、詳細を変更するデータベース・プールをリスト
から選択して、「DB プールの詳細」を選択します。

タスクの結果

「DB プールの管理」ウィンドウが表示されます。

表 31. 「DB プールの管理」ウィンドウ

フィールド 説明

「DB プールの管理」

図 1. 有効日付とパスワードのパラメーター
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表 31. 「DB プールの管理」ウィンドウ (続き)

フィールド 説明

「プール ID」 新しいデータベース・プールの固有 ID を入
力します。

保存 (Save) データベース・プールの詳細を保存するに
は、このボタンをクリックします。

リセット データベース・プールの詳細をクリアするに
は、このボタンをクリックします。

「プール・パラメーター・リスト」

「名前」 所定のデータベース・プールに関連付けるパ
ラメーターの名前

値 パラメーターの値

「パラメーターの追加」 データベース・プールに関連付けるパラメー
ターを新規追加するには、このボタンをクリ
ックします。

「パラメーターの削除」 選択されたパラメーターを「プール・パラメ
ーター・リスト」から削除するには、このボ
タンをクリックします。

データベース・プールの削除
このタスクについて

データベース・プールを削除する手順は、次のとおりです。

手順

「DB プール・リスト」パネルで、削除するデータベース・プールをデータベー
ス・プールのリストから選択し、次に「DB プールの削除」を選択します。

コロニー管理の概要
「コロニーの検索」画面から、コロニーを検索、追加または削除できます。さら
に、コロニー・プールを変更、追加または削除することもできます。

「コロニー ID」
コロニーの識別番号

「プレフィックス」
コロニーに関連付けるプレフィックス番号

Version
コロニーに関連付けるバージョン番号

「コロニーの作成」
コロニーを新規に作成するには、このボタンをクリックします。

「コロニーの詳細」
コロニーの詳細を表示または編集するには、このボタンをクリックします。

「コロニーの削除」
既存のコロニーを削除するには、このボタンをクリックします。
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コロニーの検索
このタスクについて

コロニーを検索するには、「システム」>「コロニー管理」とナビゲートします。す
ると、「コロニー管理検索 (Colony Management Search)」画面が表示されます。

表 32. 「コロニーの検索」ウィンドウ

フィールド 説明

「コロニーの検索」

「コロニー ID」 ドロップダウン・リストから検索条件を選択
し、テキスト・ボックスにコロニー ID の値
を入力します。

「プール ID」 ドロップダウン・リストからコロニー検索の
範囲となるプール ID を選択します。

「プレフィックス」 ドロップダウン・リストから検索条件を選択
して、テキスト・ボックスにコロニー検索の
絞り込みに使用するプレフィックスの値を入
力します。

「テーブル・タイプ」 ドロップダウン・リストからコロニー検索の
絞り込みに使用するテーブル・タイプを選択
します。有効な値は、
CONFIGURATION、METADATA、
TRANSACTION および STATISTICS です。

「バージョン」 ドロップダウン・リストから検索条件を選択
して、コロニー検索の絞り込みに使用するバ
ージョンの値をテキスト・ボックスに入力し
ます。

検索 コロニーの詳細を表示するには、このボタン
をクリックします。

リセット コロニーの詳細をクリアするには、このボタ
ンをクリックします。

「コロニー・リスト」

「コロニー ID」 コロニーの識別番号

「プレフィックス」 コロニーに関連付けるプレフィックス番号

「バージョン」 コロニーに関連付けるバージョン番号

「コロニーの作成」 コロニーを新規に作成するには、このボタン
をクリックします。

「コロニーの詳細」 コロニーの詳細を表示または編集するには、
このボタンをクリックします。

「コロニーの削除」 既存のコロニーを削除するには、このボタン
をクリックします。

コロニーの追加
このタスクについて

新しいコロニーを追加する手順は、次のとおりです。
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手順

「コロニー・リスト」パネルで、「コロニーの作成」を選択します。すると、「コ
ロニーの作成」ポップアップ・ウィンドウが表示されます。

タスクの結果
フィールド

説明

「コロニー ID」
新規コロニーの固有 ID を入力します。

「プレフィックス」
新規コロニーに関連付けるプレフィックス番号を入力します。

保存 (Save)
新規コロニーの詳細を保存するには、このボタンをクリックします。

キャンセル (Cancel)
コロニーの作成操作を取り消すには、このボタンをクリックします。

「コロニー」ウィンドウ

コロニーに関連付けられたコロニー・プールの変更
このタスクについて

コロニーに関連付けられたコロニー・プールを変更するには、次の手順を実行しま
す。

手順

「コロニー・リスト」パネルで、詳細を変更するコロニーをコロニーのリストから
選択し、次に「コロニーの詳細」を選択します。すると、「コロニーの詳細」ウィ
ンドウが表示されます。

タスクの結果

表 33. 「コロニーの詳細」ウィンドウ

フィールド 説明

「コロニーの詳細」

「コロニー ID」 変更するコロニーの ID が表示されます。

「プレフィックス」 コロニーに関連付けられたプレフィックス番
号が表示されます。

Version コロニーに関連付けられたバージョン番号が
表示されます。

「コロニー・プール・リスト」

「コロニー・プール ID」 コロニーが属すコロニー・プールの ID

「テーブル・タイプ」 コロニーとコロニー・プールが属すテーブ
ル・タイプ

「コロニー・プールの追加」 コロニーにコロニー・プールを新規に追加す
るには、このボタンをクリックします。
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表 33. 「コロニーの詳細」ウィンドウ (続き)

フィールド 説明

「コロニー・プールの削除」 コロニー・プールを選択してコロニーから削
除するには、このボタンをクリックします。

コロニー・プールの追加
このタスクについて

新しいコロニー・プールを追加する手順は、次のとおりです。

手順

「コロニー・リスト」パネルで、「コロニー・プールの追加」を選択します。する
と、「コロニー・プールの追加」ポップアップ・ウィンドウが表示されます。

タスクの結果

表 34. 「コロニー・プール」ウィンドウ

フィールド 説明

「プール ID」 ドロップダウン・リストから、選択済みのコ
ロニーに関連付けるプール ID を選択しま
す。

「テーブル・タイプ」 ドロップダウン・リストから、選択済みのコ
ロニーおよびコロニー・プールに関連付ける
テーブル・タイプを選択します。有効な値
は、CONFIGURATION、METADATA、
TRANSACTION および STATISTICS です。

コロニー・プールの削除
このタスクについて

コロニー・プールを削除する手順は、次のとおりです。

手順

「コロニー・プール・リスト」パネルで、削除するコロニー・プール ID をコロニ
ー・プール ID のリストから選択し、次に「コロニー・プールの削除」を選択しま
す。

コロニーの削除
このタスクについて

コロニーを削除する手順は、次のとおりです。

手順

「コロニー・リスト」パネルで、削除するコロニーをコロニーのリストから選択
し、次に「コロニーの削除」を選択します。
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システム管理コンソールのローカライズの概要
システム管理コンソールは、Web UI フレームワークに基づいています。SMA に表
示されるテーマおよびロケールをカスタマイズするには、「Sterling Selling and

Fulfillment Foundation ローカライズ・ガイド」の Web UI フレームワークのローカ
ライズに関する情報を参照してください。

表 35. システム管理コンソールのローカライズ可能なコンポーネント

カテゴリー コンポーネント
ローカライ
ズの可否 参照先

フレームワークのロー
カライズ

あり Sterling Selling and

Fulfillment Foundation:

Localizing the Web

UI Framework Guide

ロケールの固有形式

日時 なし

数値の分離文字 なし

小数点記号 あり Sterling Selling and

Fulfillment Foundation:

Localizing the Web

UI Framework Guide

E メール なし

電話番号 なし

クレジット・カード番号 なし

通貨 なし

寸法、体積および重量の計測
単位

なし

時間帯 あり Sterling Selling and

Fulfillment Foundation

ローカライズ・ガイ
ド

リテラルおよびデータ

リソース・バンドル あり Sterling Selling and

Fulfillment Foundation:

Localizing the Web

UI Framework Guide

および

60ページの『リソー
ス・バンドルのロー
カライズ』
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表 35. システム管理コンソールのローカライズ可能なコンポーネント (続き)

カテゴリー コンポーネント
ローカライ
ズの可否 参照先

ファクトリー・セットアップ あり Sterling Selling and

Fulfillment Foundation

ローカライズ・ガイ
ド

および

66ページの『ファク
トリー・セットアッ
プのローカライズ』

項目に関連するマスター・デ
ータ

なし

UI 表示の設定

パネル・コンポーネントの構
造

なし

テーマおよびカスケード・ス
タイル・シート (CSS) のロ
ーカライズ

あり 64ページの『テーマ
のローカライズ』

アイコンのローカライズ あり 65ページの『アイコ
ンのローカライズ』

リソース・バンドルのローカライズ
システム管理コンソールのユーザー・インターフェース・コンポーネントでは、ア
プリケーションで表示される固定リテラルがすべて含まれたリソース・バンドルが
使用されます。サード・パーティーによる複数言語への翻訳後、各ロケールに対応
し、関係するバンドル・ファイルから構成される、1 つのフォルダーが生成されま
す。例えば、日本向けに日本語のロケールが作成される場合、生成されるフォルダ
ーは ja¥JP です。さらに、カスタマイズされた画面で使用され、独自のリソース・
バンドルを持つリテラルについても、ローカライズのプロセスで考慮されます。

リソース・バンドルは、リソース・バンドル・キーと対応する値で構成されるファ
イルです。これらのリソース・バンドル・キーに対応する値もローカライズの一環
として翻訳されます。ユーザー・インターフェースの各フィールドには関連するキ
ーがあります。ユーザー・インターフェースのフィールドの翻訳済みリテラルを表
示するため、フィールドに関連するキーのローカライズ済みの値がバンドル・ファ
イルから取り出されます。

次のファイルを使用してシステム管理コンソールをローカライズします。

v bundle-index

このファイルを使用して次のローカライズが可能です。

– ユーザー・インターフェースで表示されるエラー・メッセージおよび警告メッ
セージ

– ユーザー・インターフェースのラベル、パネルおよびヘッダーに関する説明
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– リテラル内の動的データ。例えば、入力値が一定の文字数を超えてはならない
ないこと、および文字数が可変であることをユーザーに知らせるリテラルをユ
ーザー・インターフェースで表示する必要がある場合が考えられます。ここ
で、記述の最大文字長を 428 文字に設定する場合は、428 がパラメーターの
値になります。対応するバンドル・エントリーの定義は、
"b_MaxCharLengthExceeded" と "The value cannot exceed {0} characters" にな
ります。

v smabundle.properties

smabundle.properties ファイルを使用して、メニュー・エントリー、関連タスクお
よび拡張検索条件などのエンティティーをローカライズできます。
smabundle.properties ファイルの場所は、<INSTALL_DIR>/resources/ フォルダーで
す。

リソース・バンドルは、サーバー・サイドのバンドルとクライアント・サイドの
バンドルに分類されます。サーバー・サイドのバンドルは、アプリケーション・
サーバーでローカライズされるデータに関連しており、smabundle.properties フ
ァイルに格納されます。例えば、メニューで表示されるオプションはサーバー・
サイドのバンドルでローカライズされます。クライアント・サイドのバンドル
は、クライアント・サイドでローカライズされるデータに関連しています。クラ
イアント・サイドのリソース・バンドルは bundle-index ファイルに格納されま
す。例えば、ユーザー・インターフェースのラベルはクライアント・サイドのリ
ソース・バンドルでローカライズされます。

bundle-index ファイルのローカライズ:
このタスクについて

bundle-index ファイルをローカライズするには、次の手順を実行します。

手順

1. システム管理コンソールをカスタマイズする場合は、bundle-index ファイルを生
成する必要があります。

つまり、下記のスクリプトを <INSTALL_DIR>/bin で実行し、bundle javascript フ
ァイルからリテラルを抽出して bundle-index ファイルに書き込みます。

Windows の場合:

sci_ant.cmd -f jsUtil.xml bundle.index
-Dsourcedir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war -Dindexdir=<INSTALL_DIR>/
repository/eardata/sma/localization_index

ここで、-Dindexdir は出力先のディレクトリーです。

Linux/UNIX の場合:

./sci_ant.sh -f jsUtil.xml bundle.index -Dsourcedir=<INSTALL_DIR>/repository/
eardata/sma/war -Dindexdir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/localization
_index

ここで、-Dindexdir は出力先のディレクトリーです。

-Dindexdir ディレクトリー内の新しい localization_index フォルダーに
bundle-index ファイルが生成されます。
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生成されるファイルに関する詳細は、「Sterling Selling and Fulfillment

Foundation: Localizing the Web UI Framework」を参照してください。

2. bundle-index をロケールに関連する bundle-index_<language>_<country> ファイ
ルにコピーします。

例えば、アプリケーションをフランス用にフランス語でローカライズする場合
は、bundle-index を bundle-index_fr_FR ファイルにコピーします。

3. bundle-index_<language>_<country> ファイルを編集して翻訳し、ファイルを保
存します。

これで bundle-index ファイルがローカライズされました。この後は、ローカラ
イズ後の手順をクライアント・サイドで実行します。

ローカライズ後の手順に関する詳細は、『ローカライズ後の作業』を参照してく
ださい。

注: 前記のスクリプトは、bundle.index モードで Web UI フレームワーク・フ
ァイルに対して必ず実行してください。

バンドル・コレクター・ユーティリティーに関する詳細は、「Sterling Selling

and Fulfillment Foundation: Localizing the Web UI Framework」を参照してくだ
さい。

smabundle.properties ファイルのローカライズ:
このタスクについて

smabundle.properties ファイルをローカライズするには、次の手順を実行します。

手順

1. システム管理コンソールをカスタマイズする場合は、拡張リソース・バンドルを
次のように保存します。

<INSTALL_DIR>/resources/extn/

<Extn_SMA_Bundle>_<language>_<country>.properties (<Extn_SMA_Bundle>

は、システム管理コンソール用の拡張リソース・バンドルが含まれるバンドル・
ファイル)

2. smabundle.properties ファイルをコピーします。コピー先は、

ロケールに関連する smabundle_<language>_<country>.properties ファイルで
す。

例えば、アプリケーションをフランス用にフランス語でローカライズする場合
は、smabundle.properties を smabundle_fr_FR.properties ファイルにコピー
します。

3. smabundle_<language>_<country>.properties ファイルを編集して翻訳し、ファ
イルを保存します。

これで smabundle.properties ファイルがローカライズされました。この後は、
ローカライズ後の作業をサーバー・サイドで行います。 ローカライズ後の手順
に関する詳細は、『ローカライズ後の作業』を参照してください。
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bundle js の新規エントリーのローカライズ:
このタスクについて

このトピックでは、ローカライズ済みの bundle js ファイルを、アプリケーション
のローカライズの完了後に英語の bundle js ファイルに追加された新規エントリー
で更新するために必要な手順を説明します。

英語の bundle js ファイルの変更内容をインストールしてから bundle jsファイル
を更新するには、次の手順を実行します。

手順

1. jsUtil ツールを実行して bundle-index ファイルを新規生成し、新規に追加さ
れた英語のバンドル・エントリーを取得します。

<INSTALL_DIR>/bin フォルダーにナビゲートして、次のコマンドを実行します。

Windows の場合:

sci_ant.cmd -f jsUtil.xml bundle.index
-Dsourcedir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war
-Dindexdir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/localization_index

Linux/UNIX の場合:

./sci_ant.sh -f jsUtil.xml bundle.index
-Dsourcedir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war
-Dindexdir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/localization_index

ここで、<INSTALL_DIR> は、システム管理コンソールがインストールされたディ
レクトリーです。

localization_index ディレクトリーに bundle-index ファイルが生成されま
す。

2. 1 で生成された bundle-index ファイルをローカライズ済みの
bundle-index_<language>_<country> ファイルと比較して、新規に追加されたエ
ントリーを特定します。新規に追加されたエントリーを翻訳して、ローカライズ
済みの bundle-index_<language>_<country> ファイルに追加します。

3. マップ・モードで jsUtil ツールを実行して、更新済みの bundle-

index_<language>_<country> ファイルからローカライズ済みの bundle js ファ
イルを再生成します。

<INSTALL_DIR>/bin フォルダーにナビゲートして、次のコマンドを実行します。

Windows の場合:

sci_ant.cmd -f jsUtil.xml bundle.map
-Dsourcedir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war
-Dindexdir=<ローカライズ済み bundle-index ファイルがあるローカリゼーション・ディレクトリー>
-Dindexfile=<ローカライズ済み bundle-index ファイルがあるローカリゼーション・ディレクトリー>/
<localized bundle-index file> -Dwebcontentdepth=0

Linux/UNIX の場合:

./sci_ant.sh -f jsUtil.xml bundle.map
-Dsourcedir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war
-Dindexdir=<ローカライズ済み bundle-index ファイルがあるローカリゼーション・ディレクトリー>
-Dindexfile=<ローカライズ済み bundle-index ファイルがあるローカリゼーション・ディレクトリー>/
<localized bundle-index file> -Dwebcontentdepth=0
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例えば、フランス語のロケールにローカライズされており、ローカリゼーショ
ン・ディレクトリーが <INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/

localization_index で、ローカライズ済みの bundle-index ファイルが
bundle-index_fr_FR である場合には、次のコマンドを実行する必要がありま
す。

Windows の場合:

sci_ant.cmd -f jsUtil.xml bundle.map
-Dsourcedir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war
-Dindexdir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/localization_index
-Dindexfile=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/localization_index/
bundleindex_fr_FR -Dwebcontentdepth=0

Linux/UNIX の場合:

./sci_ant.sh -f jsUtil.xml bundle.map
-Dsourcedir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war
-Dindexdir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/localization_index
-Dindexfile=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/localization_index/
bundleindex_fr_FR -Dwebcontentdepth=0

4. サイズを縮小したローカライズ済みの bundle js ファイルを再生成します。

<INSTALL_DIR>/bin フォルダーにナビゲートして、次のコマンドを実行します。

Windows の場合:

sci_ant.cmd -f jsUtil.xml minify-js
-DsrcDir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war
-DdestDir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war -Dminify=true
-DcreateIndividualFile=false
-DjsbDir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war/builder

Linux/UNIX の場合:

./sci_ant.sh -f jsUtil.xml minify-js
-DsrcDir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war
-DdestDir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war -Dminify=true
-DcreateIndividualFile=false
-DjsbDir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war/builder

5. EAR を再ビルドして、アプリケーションを再デプロイします。

EAR の再ビルドに関する詳細は、「Sterling Selling and Fulfillment Foundation

インストール・ガイド」を参照してください。

テーマのローカライズ
このタスクについて

Web UI フレームワークのユーザー・インターフェースのルック・アンド・フィー
ル (テーマ、イメージおよびアイコンなど) は、CSS ファイルに依存します。

ロケール固有の CSS ファイルを用意して、CSS エントリーを追加、上書きまたは
変更できます。システム管理コンソールで用意されているデフォルトのテーマは、
次の CSS ファイルにあります。

<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war/sma/css/sma.css

ロケール用の CSS エントリーを用意するには、次の手順を実行します。
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手順
1. 次に示すディレクトリーに、同じ名前で新たにファイルを用意する必要がありま
す。

<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war/localization/<locale>/sma/css/

sma.css (<locale> は、 <language_code>/<country_code>/<variant> の形式)

例:

<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war/localization/en/US/EST/sma/css/sma.css.

2. 新規ファイルに CSS エントリーを追加します。

例えば、「ようこそメッセージ」をローカライズするには、次のエントリーを追
加します。 .sc-welcome-message {

background: transparent;
margin-right: 6px;

}

3. エンタープライズ・アーカイブ (EAR) ファイルを再ビルドします。

EAR の再ビルドに関する詳細は、「Sterling Selling and Fulfillment Foundation

インストール・ガイド」を参照してください。

アイコンのローカライズ
このタスクについて

アイコンは、CSS エントリーを使用してユーザー・インターフェースに表示されま
す。アイコンをローカライズするためには、対象の CSS エントリーをオーバーライ
ドして、ローカライズされたアイコンのバージョンに対応付けられるようにしま
す。

ロケールに応じてアイコンをローカライズする手順は、次のとおりです。

手順
1. 次に示すディレクトリーに、同じ名前で新たにファイルを用意する必要がありま
す。

<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war/localization/<locale>/sma/css/sma.css.

ここで、<locale> の形式は <language_code>/<country_code>/<variant> とな
ります。

例:

<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war/localization/en/US/EST/sma/css/sma.css.

2. 新規ファイルに CSS エントリーを追加します。

例えば、作成ボタンをローカライズするには、次のエントリーを追加します。
.sma-create-button {

background-image: url(../console/icons/customadd.gif) !important;
background-repeat: no-repeat;
}

3. ローカライズ済みのアイコンを background プロパティーで指定した相対パスに
コピーします。
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例:

<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war/localization/en/US/EST/sma/
console/icons/customadd.gif

4. エンタープライズ・アーカイブ (EAR) ファイルを再ビルドします。

EAR の再ビルドに関する詳細は、「Sterling Selling and Fulfillment Foundation

インストール・ガイド」を参照してください。

ファクトリー・セットアップのローカライズ
データベースには、トランザクション・データに加えて、エラー・コードやさまざ
まな属性項目の記述などの構成データも格納されます。このことは、言語固有の形
式で値をデータベースに格納する必要があることを意味します。データベースのリ
テラルがローカライズされていない場合、画面上のリテラルは統一されず、ローカ
ライズされた言語で表示されるものと英語で表示されるものとが出てきます。

ファクトリー・セットアップのローカライズに関する詳細は、「Sterling Selling and

Fulfillment Foundation: Localization Guide」を参照してください。

ローカライズ後の作業
ローカライズ済みのリソース・バンドルがシステム管理コンソールで自動的に使用
されることはありません。システム管理コンソールでローカライズ済みのバンドル
が使用されるようにするには、Sterling Selling and Fulfillment Foundation EAR パッ
ケージの再作成が必要です。

以降のセクションには、ローカライズ後にサーバー・サイドとクライアント・サイ
ドで行う作業が記載されています。

サーバー・サイドでのローカライズ後の作業
このタスクについて

バンドルをローカライズした後、サーバー・サイドで次の手順を実行します。

手順
1. <INSTALL DIR>/bin フォルダーにナビゲートします。

2. リソース jar を作成するため、次のコマンドを実行します。

Windows の場合:

deployer.cmd -t resourcejar

Linux/UNIX の場合:

deployer.sh -t resourcejar

3. エンタープライズ・アーカイブ (EAR) ファイルを再ビルドします。

EAR の再ビルドに関する詳細は、「Sterling Selling and Fulfillment Foundation

インストール・ガイド」を参照してください。
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クライアント・サイドでのローカライズ後の作業
このタスクについて

バンドルをローカライズした後、クライアント・サイドで次の手順を実行します。

手順
1. <INSTALL_DIR>/bin フォルダーにナビゲートします。

2. ローカライズ済みの bundle-index ファイルからローカライズ済みの JavaScript

ソース・ファイルを生成するため、次のコマンドを実行します。

Windows の場合:

sci_ant.cmd -f jsUtil.xml bundle.map
-Dsourcedir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war
-Dindexdir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/localization_index
-Dindexfile=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/localization_index/
<localized bundle-index file> -Dwebcontentdepth=0

Linux/UNIX の場合:

./sci_ant.sh -f jsUtil.xml bundle.map
-Dsourcedir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war
-Dindexdir=<<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/localization_index
-Dindexfile=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/localization_index/
<localized bundle-index file> -Dwebcontentdepth=0

例えば、フランス語のロケールにローカライズされており、ローカリゼーショ
ン・ディレクトリーが <INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/

localization_index で、ローカライズ済みの bundle-index ファイルが
bundle-index_fr_FR である場合には、次のコマンドを実行する必要がありま
す。

Windows の場合:

sci_ant.cmd -f jsUtil.xml bundle.map
-Dsourcedir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war
-Dindexdir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/localization_index
-Dindexfile=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/localization_index/
bundleindex_fr_FR -Dwebcontentdepth=0

Linux/UNIX の場合:

./sci_ant.sh -f jsUtil.xml bundle.map
-Dsourcedir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war
-Dindexdir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/localization_index
-Dindexfile=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/localization_index/
bundleindex_fr_FR -Dwebcontentdepth=0

3. 次のコマンドを実行します。

Windows の場合:

sci_ant.cmd -f jsUtil.xml minify-js
-DsrcDir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war
-DdestDir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war -Dminify=true
-DcreateIndividualFile=false
-DjsbDir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war/builder

Linux/UNIX の場合:

./sci_ant.sh -f jsUtil.xml minify-js
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-DsrcDir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war
-DdestDir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war -Dminify=true
-DcreateIndividualFile=false
-DjsbDir=<INSTALL_DIR>/repository/eardata/sma/war/builder

4. エンタープライズ・アーカイブ (EAR) ファイルを再ビルドします。

EAR の再ビルドに関する詳細は、「Selling and Fulfillment Foundation:

Installation Guide」を参照してください。

注: Web UI フレームワーク・ファイルに対して上記のスクリプトを bundle.map

モードおよび minify-js モードで必ず実行してください。

バンドル・コレクター・ユーティリティーに関する詳細は、「Sterling Selling

and Fulfillment Foundation: Localizing the Web UI Framework」を参照してくだ
さい。

注: システム管理コンソールのローカライズ後に、アプリケーションを検証する
ことができます。

ただし、リソース・バンドルは Web ブラウザーにキャッシュされるため、アプ
リケーションの検証前に Web のキャッシュをクリアすることが推奨されます。

システム管理による JavaScript ファイルのコンパイルおよび縮小
化

このタスクについて

システム管理コンソールで JavaScript ファイルをコンパイルおよび縮小化するに
は、次の手順を実行する必要があります。

手順
1. jscompile コマンドを実行して、<Install>/bin ディレクトリーから sci_ant.sh

コマンドを使用するときに想定される JavaScript のコンパイルに関する警告を取
得します。このコマンドでは、同じディレクトリー内の jsUtil.xml ファイルを
使用して処理が実行されます。このコマンドで指定できるプロパティーは、次の
とおりです。

注: この手順は、オプションであり、縮小化のために必ず必要となるわけではあ
りません。

v gis.install: インストール・ディレクトリーのパス

v srcDir: ソース・ディレクトリー

v errorOnly: すべての警告とエラーをチェックする場合は false、エラーのみをチ
ェックする場合は true を指定します。デフォルトは false です。

v format: 出力形式 - HTML の場合は h、テキストの場合は t。デフォルトは t

です。errorOnly が true に設定されている場合に有効なオプションは、HTML

(h) のみです。

v outputFile: 出力ファイルのパス。ファイルのパスが指定されていない場合やフ
ァイルが存在しない場合には、すべての警告が標準出力に出力されます。
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v warningOptions: 警告のオプション (コンマ区切りで指定)。デフォルトは
[onevar, undef, forin, debug, browser, eqeqeq, newcap, evil] です。すべての警
告オプションについては、http://www.jslint.com/ を参照 してください。

例:

./sci_ant.sh -f jsUtil.xml jscompile -Dgis.install=<Install Dir> -DsrcDir=
<Install Dir>/repository/eardata/sma/war/sma

注: sci_ant.sh を使用する場合、gis.install は任意指定です。

2. <Install>/bin ディレクトリーから sci_ant.sh コマンドを使用してファイルを
縮小化し、複数のファイルを 1 つのファイルに結合します。このコマンドで
は、同じディレクトリー内の jsUtil.xml ファイルを使用して処理が実行されま
す。このコマンドで指定可能なプロパティーは次のとおりです。

v gis.install: インストール・ディレクトリーのパス

v jsbDir: JSB ディレクトリーのパス (必須)

v minify: ファイルを縮小化するかどうかを指定 (true/false)。デフォルトは true

(ファイルを縮小化)。任意指定

v srcDir: ソース・ディレクトリー。JSB で入力属性が指定されていない場合に
使用。任意指定。

v destDir: 宛先ディレクトリー。JSB で出力属性が指定されていない場合に使
用。任意指定

v createIndividualFile: 個別のファイルを作成するかどうかを指定 (true/false)。デ
フォルトは false (個別のファイルを作成しない)。任意指定。

v jscompile: JavaScript の警告およびエラーを取得するかどうかを指定
(true/false)。デフォルトは true (取得する)。

例:

./sci_ant.sh -f jsUtil.xml minify-js -Dgis.install=<Install Dir>
-DsrcDir=<Install Dir>/repository/eardata/sma/war
-DjsbDir=<Install Dir>/repository/eardata/sma/war/builder
-DdestDir=<Install Dir>/repository/eardata/sma/war

注: sci_ant.sh を使用する場合、gis.install は任意指定です。
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